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平成２８年１０月２４日 月曜日 午前１０時００分開会 
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   開     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 ただいまから平成28年第４回長井市議会臨時

会を開会いたします。 

 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 議事進行というような

ことでお願いしたいと思います。 

 今回のこの臨時会におきまして、きょうの朝

ですけども、各控室の机の上に、資料として第

一校舎の保存等に関する資料が配付されており

ました。この資料の件につきましては、これま

での文教常任委員会においても配付されていな

いというようなこともありますので、このこと

について当局の説明を賜りたく、休憩をとって

いただいて対処をしていただきたいというふう

にお願いします。 

○渋谷佐輔議長 ただいま提案がございました。 

 暫時休憩します。 

 

 

   午前１０時０１分 休憩 

   午前１０時１４分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 先ほど安部議員から議事進行がございました

件について、議会運営委員会で協議をいたしま

した結果、資料の説明については、市長の提案

説明の後、関係者から説明をいただき、質疑に

入るようになりました。よろしくお願いします。 

 

 

   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 本日の会議は、配付しております議事日程を

もって進めます。 

 なお、この日程につきましては、先ほど開か

れました議会運営委員会にお諮りし、内定を見

ておりますので、ご了承をお願いします。 

 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、会議録署名議員の指

名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 13番 蒲 生 光 男 議員 

 14番 安 部   隆 議員 

 15番 町 田 義 昭 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第２、会期の決定で

あります。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日

１日といたしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 お諮りいたします。これから上程いたします

議案は、委員会付託を省略し、全員でご審議願

いたいと思いますが、これにご異議ございませ
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んか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第３ 議案第７５号 平成２８ 

 年度長井市一般会計補正予算第７号 

 

 

○渋谷佐輔議長 それでは、日程第３、議案第75

号 平成28年度長井市一般会計補正予算第７号

の１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。議案第75

号 平成28年度長井市一般会計補正予算第７号

についてご説明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に1,545万3,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ148億9,987

万円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出において、長井小学

校第一校舎耐震改修等修正設計業務委託料

1,543万3,000円を追加し、その財源といたしま

して、前年度繰越金を計上いたすものでござい

ます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○渋谷佐輔議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 なお、申し合わせにより、委員会付託を省略

し、全員による審議の場合、当日提案議案の質

疑につきましては、一問一答の方式により行う

こととされております。 

 質疑の時間は、１人当たり答弁を含めて60分

以内となっておりますので、ご協力をお願いい

たします。 

 質疑の前に提案説明を求めます。 

 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 それでは、私のほうから、け

さお手元に届けさせていただきました長井小学

校第一校舎の保存に係る経緯等についてという

ことで、幾つかの文書を資料として提出させて

いただきました。このことについてご説明を申

し上げたいというふうに思います。 

 まず、この資料は、これまで長井小学校ある

いは教育委員会のほうで、第一校舎の保存にか

かわって、どのような経緯があったのかという

ことを、資料をずっと探しまして出てきたもの

でございます。順に説明をさせていただきます。 

 まず、資料１でございます。資料１につきま

しては、昭和60年になりますが、陳情書といた

しまして、当時の長井市立長井小学校の校長で

ありました佐藤格校長さん、それから当時のＰ

ＴＡ会長さんでありました梅津利男さん、この

お二人の連名によりまして、長井市長宛てにい

ただいた陳情書でございます。 

 内容につきましては、長井小学校第一校舎に

ついて、下記事項と書いてございますが、裏面

になってございます、ぜひ今後とも第一校舎を

保存していただきますようにというような内容

でございます。大変歴史的な建造物でございま

すので、何とか保存してくださいと、そういう

陳情書でございます。 

 裏面をごらんいただきたいと思います。この

中には、裏面には、ちょうど４行目に２とござ

いまして、幾つかの要望がありました中で、そ

の２番目というふうになってございます。ここ

に第一校舎の復元保存の構想についてというの

がございます。この中で述べられておりますの

は、文教都市長井の象徴的存在でありますので、

何とか保存の方向でご検討くださるようお願い

しますと、こういうことでございます。 

 この陳情書をいただきまして、次の資料２に
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なりますけれども、教育委員会のほうで長井小

学校第一校舎の保存について検討いたしまして、

議決したものがございます。ごらんいただきた

いというふうに思います。資料２ですが、これ

は昭和62年、ですから、今からもう29年前とい

うことになりますけれども、この中で長井小学

校第一校舎の保存につきまして基本的にどうい

う方針でいくのかといったところを教育委員会

で検討したものでございます。 

 その基本方針、記のところでございますが、

基本方針の１としまして、長井市立長井小学校

第一校舎（木造２階建て）をできる限り長く保

存するということで、その理由としまして、下

のほうに書いてございますけれども、ちょっと

読ませていただきますが、長井小学校第一校舎

（木造２階建て）は、昭和８年に旧長井町民の

結集によって建築され、以来54年の年月を経て、

今も教育施設としての風格をとどめている。特

に木造建築としては他に見ることのできない貴

重な建築物であり、専門家を初め、多くの市民

から保存すべきであるとの意見があります。こ

のため校舎を補修、補強し、耐力度を高め、で

きる限り長く保存するために提案するものであ

るというふうになってございますが、これの具

体的な中身につきましては、次のページに具体

的な「長井小学校第一校舎の保存及び補強補修

計画について」ということで書いてございます。 

 その１番目でございますが、ごらんいただき

たいと思います。第一校舎保存についてという

ことですが、長井市立長井小学校第一校舎は、

昭和８年、建設され、次、ちょっと誤植があり

ますが、以来54年を経ているが、今なおその風

格をとどめ、市民や専門家等からすばらしい木

造建築物と称賛されていると、今後も長井市の

教育財産として、できる限り長く保存していく

ため、さらに手を加えて教育施設として充実し

ていくべきであるというようなことで、教育委

員会として、この原案を可決しているところで

ございます。 

 続きまして、資料の３をごらんいただきたい

と思います。これに、大変失礼しました、いつ

の資料かというのはちょっと書いていないんで

すが、これは、平成18年の調査に基づく専門家

の所見でございます。この所見を書かれました

のは、一番下に書いてございますが、神奈川大

学の建築史研究室の西 和夫先生でございます。

この方はもうお亡くなりになっていらっしゃる

そうですけれども、歴史的建造物の第一人者と

いうことで、平成18年12月の16日だそうですが、

調査をしていただいたときの所見でございます。

この所見をつけまして、登録有形文化財という

ことでの申請をしたというふうに記録として残

ってございます。 

 この資料３は大変細かい字で長々書いてあり

ますけれども、ポイントとしましては、下から

４行目、現存する木造校舎は全国的に見ても非

常に少ないというところ、それから、続きまし

て、長井小学校第一校舎は昭和60年から平成元

年にかけて改修、改築を行いましたが、外観や

内装は新築した当初からはほとんど変わらずに

残っている。規模も大きく、意匠もすぐれてい

る。デザインですね、デザインもすぐれている。

昭和初期の木造小学校校舎を長井市が今まで大

切にしてきたことをうかがうことができ、大変

貴重な存在であるというふうに結論づけていた

だいております。この資料を添付しまして、平

成20年の８月８日に申請をいたしまして、平成

21年に登録有形文化財ということになったわけ

でございます。 

 大変はしょった説明で、しかも突然の資料で

大変申しわけありませんでした。以上のような

趣旨で、これまで教育委員会としてどういうふ

うにこの一校舎を考えてきたかといったところ

の一つの資料としてお示しさせていただいたと

ころでございました。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 けさほど配付がございました資
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料について、平田 裕教育長の説明がございま

した。お含みの上、ご審議願いたいと思います。 

 ご質疑ございませんか。 

 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 議長にお伺いしますけ

ども、ただいま教育長の説明に対する質疑をや

らせてもらってよろしいですか。 

○渋谷佐輔議長 どうぞ。 

 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 教育長から説明をいた

だいたわけでありますけれども、今までずっと

こうした保存に関する経過をひもといてみると、

一番古いのでこのときから始まったと。そして

その間について、継続的に、あるいは波状的に

この保存に関して市民要望あるいは組織団体要

望という経過があったのかないのか、その点を

確認したいなと思いますけれども、お願いしま

す。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいまのご質問についてで

ございますが、教育委員会としては、資料をず

っとひもといてみまして、その間の資料という

のをちょっと探せない状況でございました。 

 ただ、ここにお載せしてないもので、もう１

点、最近、平成20年の６月に定例教育委員会を

開いておりまして、そのときに、この昭和60年

のときの陳情書が話題になってございまして、

それを受けて、耐震化と文化財保存を一体的に

考えて進めていくべきであるというような会議

録は１項目残ってございました。 

 それ以外については、ちょっと探すことがで

きませんでした。 

○渋谷佐輔議長 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 そうしますと、いわゆ

る市民レベルの議論とか市民レベルの要望、そ

うしたものの経過等は探せないと。探せないと

いうことは、なかったという認識でよろしいの

ではないかなと思いますけれども、市民の皆さ

んは、こうしたことには余り関心を持ってこな

かったという認識でよろしいんでしょうか、私

はそう思っているんですけれども、教育長はど

うでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 決して市民レベルで要望がな

かったというふうには、私としては捉えてござ

いません。現にＰＴＡの保護者の間からも、私

も２年ほど長井小学校の校長をさせていただき

ましたけれども、そんな中でもこれをどういう

ふうに保存していけばいいか、みんなで知恵出

していかなきゃいけないねというような話題が

時々なっておりました。 

 したがいまして、必ずしも長井小の第一校舎

について、残すことについての市民の要望がな

かったということではないというふうに、私と

しては考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 教育長にお伺いします

が、この資料の中でも60年から元年にかけて改

修、改装をしたというようなことで、この資料

の２番目か、３番目には補強、補修についてと

いうようなことで、いろいろその内容的なもの

が書かれていますが、この補修時のこの改築費

用というのは、当時幾らぐらいかかったのかわ

からないでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいまの安部議員の質問に

ついてでございますが、具体的に今、手元に数

字、残ってございませんので、調べまして、後

ほどご提示させていただきたいというふうに思

います。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 当時も相当な、内容的

に見ますと、はりから、それからいろいろ窓枠

等々の修理をしたというようなことであります。

先ほどあったように、62年からですと、約20何
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年ですか、たっておりますけれども、このよう

に、この校舎については、幾ら金かけても、や

っぱり年数がたちますと劣化するのかなという

ような感じがしますけども、今回もこれよりも

すばらしい内容の工事を予定されていますが、

やはりこの校舎というものは建築以来100年以

上たっているわけでございますが、そういった

ことを加味しますと、今後もこうした中で幾度

となくこういった修理、修繕がかかるものでは

ないかなというふうに思いますが、その辺はど

のように思われ、考えられていますか、お尋ね

します。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 議員おっしゃるとおり、当然、

修理等々につきましては定期的にやっていく必

要があるだろうというふうに思います。当然そ

れなりのお金もかかるだろうというふうに思い

ます。 

 ただ、やはりこういう歴史的建造物、県内で

も本当に珍しい、全国的に珍しい建造物を長井

のシンボルとして何とか残していきたいという

のは、私個人としてはもちろんですが、教育委

員会として強く願っているところでございます

ので、その定期的な維持管理、メンテナンスに

係る費用等については、それはかかっていくの

かなというふうに考えているところでございま

す。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 この資料をけさいただ

いたわけなんですけども、これは、こういう資

料があったっていうのは、いつわかったんです

か。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいまのご質問についてで

ございますが、資料があったということについ

ては、薄々はうろ覚えで、私は、初め、教育参

事、当然課長等々あったわけですけれども、具

体的に今回の第一校舎にかかわる補正というこ

とを提案するに当たり、もう一回きちっと洗い

出してみる必要があるんだろうということで、

大変、本来はもっともっと早目に文教常任委員

会等でご提示申し上げるべき資料であったとい

うふうに反省しておりますが、今回の提案に絡

んでということで、教育委員会事務局のほうで

調べ直した、そのポイントとなる部分を今回お

示しさせていただいたということでございます。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 時系列的な話を私、聞

いているんですけど。けさ資料があったんです

けど、きのうですか、見つかったのは、いつで

すかっていう話なんですけど。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 きのうではありません。その

前から、この第一校舎の問題について補正予算

を提案するというふうになりまして、その後、

第一校舎について、教育委員会としての考え方

というのをある程度しっかりしとかなきゃいけ

ないと、もちろんですけども、そういうことで

調べて、そうですね、資料自体は金曜日あたり

までにまとめ上げたところですけれども、途中

土日ということで、けさ皆様のお手元にという

ことになってしまったわけです。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 やっぱり、きょうはこ

の臨時会はこのことについて質疑をする予定に

なっているわけなんですよね。そうしますと、

当然、議論の過程の中でそういうことが出てく

ることは想定できるはずだと思うんですよ、で

すからこそ調べたと思うんですが、そういう資

料が出てきた、だとすれば、やはりいち早く、

この所管の委員長にこういう資料があって、発

見されたんですけど、どうしたらいいでしょう

かというような、やっぱり一言あってよろしい

んじゃないかと思うんですよ。そういう細かい

ことの気配りが大事なんじゃないかなと私は思
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うんですよ。 

 私もすばらしい施設だとは思うんですけど、

思うんですけど、全体的にこの校舎の扱いをど

うしたらいいのか、例えば、保存する方法論に

ついて、非常に迷っているんですね、まだ。ま

だ議案に対してどうしたらいいかっていうのは、

私はよくまだ整理がついておりません。これか

らいろんな方の質疑あると思うんですけども、

それを聞いて判断しなきゃいけないのかなとい

うふうに思っていますが、非常に大事な、微妙

な、取り壊すべきだなんていう考えはもちろん

持っていませんけれども、かといって、幾らで

もかけてもいいっつう話でもないでしょうし、

片方では、職員室なんかプレハブでやっている

っていうようなこともあるし、これからの生徒

数の推移どうなっていくのか、校舎の、学校の

再編などもあるのじゃないかなどいろいろ考え

ますと、こういうやり方でいいのかという判断

に迷いもあるわけなんですよ。 

 ですので、それはちょっと余計なことなんで

すが、こういう資料が出たという段階で、当然

あり得ることだと思いますので、いち早く所管

の委員長と相談をして、議長と相談して、その

対処の仕方を決めていただくように、これから

についてはお願いしておきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 本当におわび申し上げたいと

いうのは、こういうけさの資料配付になってし

まったことを改めておわび申し上げたいという

ふうに思います。 

 おっしゃるとおり、所管の委員長なり議長さ

んなりに整理ができた段階で申し上げるべきで

あったというふうに考えてございます。大変失

礼いたしました。 

○渋谷佐輔議長 そのほかございませんか。 

 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 きょうの資料なんですけ

ども、教育長にお尋ねします。 

 大分古い資料なわけで、その後の資料は先ほ

ど見つからないということだったわけですが、

長井市の教育振興計画、この中で、いろんな教

育委員はもとより社会教育委員、各地区公民館、

スポーツ振興審議会、学校関係者など多くの

方々に議論をいただいたという文章が載ってお

ります。 

 それで、この27ページに、長井小学校第一校

舎について、校舎は、第二校舎の改築終了後、

市民の文教活動と郷土資料展示棟として整備し

ますというふうな文章が載っておるわけなんで

す。ですから、当時のこの計画をつくるときの

資料等があれば、そういったものも含めてご説

明いただければ、もっとよりよい、こういう何

ていうかな、昔の資料だけじゃなくて、最近の

状況もわかるんではないかなと思いますが、ど

のようにお考えでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいま金子議員からご指摘

いただいたことにつきまして、最近のものが少

ないということで、そのとおりだなというふう

に思ってございます。一校舎の今後のあり方に

ついて、さまざまな場で多分検討はなされてき

たというふうには思うんですが、そのことにつ

いての資料、十分に添付できずに申しわけなく

思っているところでございます。 

 先ほど若干申し上げましたが、平成20年のそ

の登録有形文化財に申請するに当たっては、大

分その辺の議論はされたというふうに聞いてい

るところでございますが、具体的なその資料の

ここにこう書いてあるというところがなかなか

見つけられずにいたもんですから、大変申しわ

けなく思っているところでございます。 

 金子議員おっしゃるとおり、その振興計画の

策定の過程での議事、意見なり、そういうもの

が必ずあったはずだというふうに思ってござい

ますが、なかなか見つけられない状況で、大変

申しわけなく思っているところでございます。
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以上です。 

○渋谷佐輔議長 11番、小関秀一議員。 

○１１番 小関秀一議員 きょう配付された資料

に関する教育長にお尋ねをしたいというふうに

思います。 

 今まで各議員から資料についての質問があっ

たわけですが、私は、昭和60年代、こういう議

論があって、また文化財としての価値について

は、市民誰しも、その保存なりも含めて大事な

施設だというふうなことについては異論がない

というふうに思います。ことしも文化財の調査

会の中でもそれは再確認はされたということで、

長井小学校の第一校舎の利活用がスタートした

んだべなというふうに思いますけれども、今回

のその提案されている部分については、学校施

設として利活用するというふうなことでなくて、

方向が変わってぐということについての教育委

員会としての調査、議論、そして結論はどうい

うふうに行われたのか、その辺、教育長から説

明をいただければなというふうに思うんですが。 

 つまり、２年前から第一校舎はどうするのだ、

職員室どうするのだという議論を議会でもして

きました。そういう流れがあって、今回は大き

なその方向が変わると、学校施設という立場を

超えるというふうなことでありますので、教育

委員会でも大分そこについては議論されたのだ

ろうなというふうに思うんですが、そこのとこ

ろについては説明をいただけますか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいま小関議員からご質問

いただいた件につきましては、たしか６月議会

のほうでも話題になったかと思います。 

 教育委員会のほうとしましては、第一校舎を

学校としてではなくて、ある意味、生涯学習施

設といいますか、学校教育ではない教育施設の

一つとして、ある意味、長井小学校から切り離

すということでの議論をしたというふうに、私

としては理解しているところでございます。 

 具体的な教育委員会での中身については、十

分今、私自身が手元に持っているわけではござ

いませんけれども、前加藤教育長からの引き継

ぎによりますと、教育委員会として、この第一

校舎を保存しつつ、しかし、さまざまな免震、

それから耐震、そういうことを考えたときに、

非常に市への負担が重くなるということから、

第一校舎をこれまでと同じような校舎として使

うこと、教育委員会として、それは、今後そこ

は校舎として使用しないというふうに教育委員

会の定例会の中で話をしたんだというふうに引

き継ぎをしているところでございます。 

 したがいまして、当然教育委員会の中でも議

論があって、そこを学校教育以外のものとして

使用する方向でいくということに決めたという

ふうに理解してございます。 

○渋谷佐輔議長 そのほかございませんか。 

 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 教育長のお話で、学校

教育以外に使用していくということを教育委員

会の中で決定したということでありますけれど

も、それはいつの時点なんでしょうか。何年何

月、わかりますか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 済みません、ただいまのご質

問に対してですが、即答できなくて申しわけな

いというふうに思います。定例の教育委員会の

中でというふうには聞いておりましたが、いつ

の定例教育委員会かということにつきましては、

きちんと調べましてご回答申し上げたいという

ふうに思います。 

 それから、今のに関係してでございますが、

平成28年の３月10日の文教常任委員会の協議会

の資料として示させていただいたものの中に、

長井小学校全体構想検討委員会ということで、

その検討委員会の中で、第一校舎は学校として

……。 

 失礼しました。もう一回、言い直します。長
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井小学校将来構想検討委員会ということで、２

つの検討委員会を設置して検討をしていただき

ました。その中でも議論をされたということを

つけ加えさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 なお、教育委員会の資料につきましては、い

つの教育委員会でというところにつきましては、

調べましてご回答させていただきたいというふ

うに思います。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 内谷重治市長、発言を許します。 

○内谷重治市長 ただいまの町田議員のご質問で

ございますが、教育長がちょうどことしの７月

からかわられたということで、以前の経過につ

きましては承知されてないということもござい

ますので、私のほうに答弁は求められておりま

せんが、許可を得て発言をさせていただきたい

というふうに思います。 

 昨年度、27年度の補正予算に、実は、長井小

学校の第一校舎の耐震、免震の申請をいたしま

して、補正予算をつけていただくことができま

した。これは国のほうでございますけれども、

その結果がわかったのが３月でございまして、

その際に、大規模改修も含めて、私どもといた

しましては、総額約６億2,000万円ほどの工事

費に対して、３分の１の２億円程度を支援して

いただけるものというふうに考えて、文部科学

省等々に働きかけてはいたところでございます

が、幸い補正は予算としては認めていただきま

した。しかしながら、なかなか補助単価が考え

方が違いまして、結果として、直接の補助金が

2,300万円程度、その後の交付税措置等も含め

ましても、補正債ということも含めましても

6,000万円程度の支援しか見込めないというこ

とから、全体の１割程度でございました。 

 そこで、当時の教育長と相談いたしまして、

教育委員会の中でもいろいろ議論いただきなが

ら、最終的には負担が大き過ぎるということで、

学校施設としての整備を断念せざるを得なかっ

たというのがことしの春の段階でございます。 

 私のほうからは以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 そのほかございませんか。 

 それでは、けさほどの資料の説明について、

審議を閉めさせていただきまして、提案ござい

ました一般会計補正予算について質疑を行いま

す。 

 ご質疑ございませんか。 

 ７番、渡部秀樹議員。 

○７番 渡部秀樹議員 私自身としては、きょう

の先ほどの資料の話もありましたが、私がちょ

うど小学校から中学校に上がったころの、すご

く昔から議論されてきたお話で、ずっとその間

もいろんな議論がなされた中で今に至っている

というのは十分理解しております。私も、残し

ていくということに関しては、賛成ではありま

す。しかし、これからのどのようにという方法

論も、議会でも煮詰めていかねばいけない時期

に来ているんだと思っております。 

 そこで、まず着目しているところが、予算的

に、当初当局から説明いただいた金額からは少

しずつ上がってきているというところは、資料

をご提出いただいた当局の方々もご存じだと思

います。少しその辺について、市長から説明を

いただきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。ただいま渡

部議員からございましたように、当初は、学校

施設として活用する際には、６億2,000万円余

というようなことでお示しをしたところでござ

いました。これは、きちんと実施設計を組んで

おる段階でございますんで、これはほぼその金

額で済ませることができたわけでございますが、

今回７億8,000万円近くというようなことで１

億5,000万円ほど金額が上がったということに

つきましては、今度は学校施設ではなく、それ



 

―１１― 

以外の用途で使うと。 

 したがいまして、１階に例えば展示施設とか、

あるいはそこに商業的なものとしてブックカフ

ェ、あるいはレストランとか、そういったもの

を入れる。あるいは２階は、今どういうふうな

使い方をするかは、ようやく発注して、市民の

皆様の意向も含めながら、さまざまな各界の皆

様のご意見をいただきながらたたき台をつくる

わけでございますが、それにしても全く学校で

はない施設として使いますので、特に２階につ

いては、いわゆるキャリア教育ということでの

考え方でおります。 

 そうしますと、例えば、スプリンクラーが必

要だ。これは木造ではございますが、不特定多

数の人が集まるということでスプリンクラー。

あるいは、飲食なども考えますと、防火戸とか、

そういった学校には今まで必要とされていなか

った部分が必要とされることから、全体的な金

額が用途変更ということで、残念ながらプラス

になってしまったというふうに考えております。 

 なお、今回の概算の予算として７億七、八千

万円を見ているわけでございますけれども、２

階部分のキャリア教育のところについては、私

どもで直営ということではなくて、あくまでも

民間企業を募って、いろいろ運営していただき

ます。その際には、民間施設のほうで整備する

部分をこれには含めてございません。したがっ

て、基本的に耐震、免震と大規模改修、あと２

階の部分については、その用途に基づいて、こ

の民間事業者が、どれぐらいの経費になるかわ

かりませんが、そこの部分について負担して行

うということになるかと考えているところでご

ざいます。 

○渋谷佐輔議長 ７番、渡部秀樹議員。 

○７番 渡部秀樹議員 市長、答弁ありがとうご

ざいました。 

 また市長にお聞きいたしますが、この長井小

学校の総合的な整備について、先ほど小関議員

からもありましたが、どうでしょう、まだまだ

煮詰め方が足らないんではないかということも

議員間でも少し話ししているところでもありま

す。 

 特に管理棟、職員室ですね、この職員室につ

いても、第一校舎から出て、今、仮設ではあり

ますが、実際新しくする管理棟ですか、その予

算が幾らぐらいかかって、これから第三校舎、

第二校舎についても少しずつ修繕して、あるべ

き姿でありますか、教育等々をすり合わせなが

ら、こうあるべきだという形へとこれから少し

ずつ議論を重ねてつくり上げていくのだと思い

ますが、そういった方向性を踏まえて、幾らぐ

らい概算でこれからかかっていくのか。特に、

新設するであろう管理棟について、予算的な面

も含めて、おわかりになる範囲で市長にお聞き

したいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。先ほど教育

委員会のほうから提出させていただいた資料の

議論の中でもございましたけれども、長井小学

校の存在と、あと今後の統廃合ということも考

えると、なかなか難しい課題ではあるというよ

うなご意見などもございましたけれども、ちょ

っと私ども困惑しておりますのは、国の文部科

学省の学校施設に対する、あるいは予算措置に

対する考え方が少しずつ変化してきているなと

いうのが、この５年間ぐらいで私個人として考

えております。 

 それは、以前は、例えば古い校舎については、

築40年、50年であれば改築、新築というのが、

これは制度上きちんと認められておったんです

が、今度は学校施設についても長寿命化をしな

さいと、最終的には70年まで使うのだというよ

うな基本的な方針が示されたところでございま

す。 

 したがいまして、ことしは今回の補正予算、

こちらについては、少し私どもは市町村のそう
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いう整備に対する考え方を認めていただいて予

算をつけていただきましたけれども、今までは、

耐震以外には新築、改築は、統廃合を除いては

ほとんど認めていただけなかったと。したがい

まして、当初教育委員会と今後の学校施設の整

備を検討した際には、長井小学校以外のほかの

５つの小学校については、木造校舎を全て取り

壊して、鉄筋コンクリートの建物にしているわ

けです。一番古かったのが致芳小、西根小、そ

して最近では、平成に入ってから伊佐沢小を改

築しているわけです。 

 ところが、長井小学校だけは木造校舎を残し

ているということもあって、第二校舎、第三校

舎とも昭和40年代の建物でございました。した

がいまして、私どもは、判断といたしまして、

第二校舎、第三校舎を大規模改修と耐震化をし

て、10年から20年を使って、その後に、やはり

50年を経過したということから、あわせて新築

といいますか、改築ですよね、第二校舎、第三

校舎を取り壊して新しい校舎にしようと。その

際に、管理棟、昇降口も含めて、いい形で小学

校と体育館とつなぐということで考えておった

んですが、それが第二校舎、第三校舎が耐震と

大規模改修して20年たってもだめだと、さらに

長寿命化でやりなさいというような方針になっ

たというふうに私どもは推測しております。 

 したがいまして、残された職員室、今回第一

校舎から外に出したわけですから、そうします

と、これはいずれ、10年も20年もプレハブでと

いうことにはいかないだろうと。したがいまし

て、ほかの小学校のバランス的なこと、子供た

ちの教育環境やら安全性から鑑みますと、でき

るだけ早い時期に、やはり渡部議員おっしゃる

ように、管理棟と昇降口の部分も考えていかな

きゃいけないと。 

 その際の私どもの考え方と見積もりでござい

ますが、当初はお金をかけないで１億円、２億

円以内ぐらいでできないかということで学校側

と教育委員会側と協議してきたところでござい

ますが、これがなかなかそういった金額ではで

きないと。したがいまして、金額がひとり歩き

してしまうと非常にまずいのですが、学校側の

現場の先生方からのご意見やら校長先生からの

ご意見をいただきますと、最低でも、やはり昇

降口も直しますと、４億円から５億円近い投資

が必要なのかなと見ております。それをさらに

最大限生かせば、もっとかかるかもしれません。

したがいまして、これらについては、実際のと

ころ、第一校舎を今回の議会からもしお認めい

ただくとしても、ここの負担というのは３億

5,000万円から４億円近い市の負担があるわけ

です、全体事業費が８億円近い中で。 

 したがいまして、管理棟に余り金額をかけら

れるような状況じゃないことから、その辺は先

生方やら、あるいは議会からいただいたご意見

などをもとに、再度慎重に検討しながら、でき

るだけお金をかけずにやっていかざるを得ない

んじゃないかと、そのように考えているところ

でございます。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 ７番、渡部秀樹議員。 

○７番 渡部秀樹議員 市長、なかなか苦しい答

弁ありがとうございました。 

 現況、現状としまして、やはり、新しく管理

棟を建てていくということはお金がかかるとい

う、大分予算もかかるということがわかってく

るわけですけども、私も少し金額を聞いて、４

億円から５億円という額を実際聞いてしまいま

すと、総合的な、こうしたらこのぐらいお金が

かかるというチャート式で何パターンかつくっ

ていかないと、そして、つくったものもいずれ

修繕かかっていくと、何年間後に幾らかかると

いう方式で、よりお金をかけずになるべく使い

やすくという、そのベターなところを選んでい

く。ベストは選ぶと予算かかり過ぎるというこ

とかと思うんですけども、どっちを上げればど
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っち立たず、てんびんの理論になってくると思

いますが、こういった予算が提示をされている

中で、もう少し早くに議論すべきことだったか

と思いますが、第一校舎を免震化工事して、多

少直すところも出てくるでしょうが、向こう10

年、15年直した後に、再び管理棟、職員室とし

て使ったらいいんじゃないかなというのも、実

際考えねばならないんではないかなと思います。 

 いずれ管理棟に第一校舎を、もちろん単費で

すよね、国からの補助はないと。ただ、金額を

積み上げてきた場合に、同じような金額に到達

するんではないのかなと、補助をいただいて、

今回その他の施設として使っていくよと。私も

大体半分、賛成しています、あらかた賛成の位

置にいます。しかし、金額という面を踏まえて

いくと、ちょっとこっちにもかかる、こっちに

もかかる、でも、両方大事だ。わかります。た

だし、その職員室として使っていくことも、あ

の建物を、私がちょうど長井小学校を卒業した

年の11月の20日に提示された資料にあるように、

すばらしい施設だと、残すことは十分可能かと

思います。 

 この議場というのは、議論するために集まっ

ている場所でありますので、あえて戻る話にな

りますが、させていただきたいと思います。 

 実際、私が学校の、小学校でもＰＴＡとして

お仕事をさせていただいておりますけども、多

くの方や話しすれば、100％に近い方が、一般

の役員でない親御さんたちが……。 

○渋谷佐輔議長 渡部議員に申し上げます。論点

を整理して質問をお願いします。 

○７番 渡部秀樹議員 はい。 

 学校施設というところは聖域ですね。先生方

にとっても教育という聖域に、守られるべき場

所に外部の方が入ってくるということは、物す

ごく怖いんだというお話を聞いております。こ

の件について、市長、どうお考えですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部議員がおっしゃることは、

よく私も理解できます。 

 まず、第一校舎については、学校として使う

ことは諦めたわけです。それは、補正は受けま

せんということで一回お示ししていますので、

まず、整備手法としては、学校の整備としては、

あの校舎は残せないということであります。 

 したがいまして、まずは今回、国の地方創生

の推進交付金を活用させていただいて、耐震、

免震、大規模改修等を行った場合、まず当面は、

学校としては使えないということであります。

当然教育委員会としても学校施設から切り離し

て、あそこは教育施設の一つではありますけれ

ども、また違った使い道ということになります。 

 したがいまして、保護者の皆さんが、すぐそ

ばに不特定多数の人たちが入る施設があるとい

うのが、学校敷地内でございますので、これは

不安がおありになるのは当然でございまして、

管理棟をそういった意味では、第一校舎と、第

二校舎、第三校舎のちょうど、何というんでし

ょうか、管理できやすい、しやすい場所につく

っていく必要があるんだろうというふうに考え

ておりまして、したがいまして、今回は、議論

としては表には出させていただいてはいないん

ですが、やっぱり管理棟をどうするかというこ

とも、今回の第一校舎のさまざまな整備には、

切っては切れないものだと思っております。 

 その際、実は、ちょっと答弁が長くなって恐

縮でございますが、登録有形文化財としての資

料を教育委員会のほうで出していただいたんで

すが、それが最後なんですが、ことしの３月に

そういった国の補正の金額を示された際、これ

は学校として使えないというふうに教育委員会

と相談して、私、判断して、小学校の歴代のＰ

ＴＡの方々に、10数名に役員の方、お願いして

お集まりいただいて、状況を説明しました。今

後どうしましょうかということで説明したとき

に、やはり、慈愛の森も含めて、長井小学校第
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一校舎っていうのは長井の教育のシンボルなの

で、これは残すべきだということで、もう皆さ

んそういう声でございました。 

 一方で、やはり管理棟については、きちんと

配慮してほしいということがございました。 

 また、同じく別な会議で歴代の校長先生方に

お願いしてお集まりいただいて、説明をしてご

意見を伺いました。やはり同じように、第一校

舎はぜひ何とか残してほしいと。これをなくす

と、取り壊すということになったら、これは大

変な反発が起きるんじゃないかと、だから残す

べきであると。 

 同時に、やはりＰＴＡの役員の皆様と同じよ

うに、一方で、子供たちのことを考えて、しっ

かりと管理棟も整備すべきだと。登校、下校の

様子がきちっとわかったり、不審者が中に入ら

ないような、そんな管理をできる場所にという

ようなご指摘もいただいたところでございます

ので、ぜひ、まずは第一校舎を何とか残すとい

うことで、このたびのやはり制度を活用するし

か残す道はないと考えておりますので、そして、

その後に管理棟について皆様と議論しながら、

どのぐらいの規模で。これは、やっぱり現場の

先生の声は重視しなきゃいけないんですが、私

どもの予算的なところもご理解いただいて、結

局、管理棟については、全て自前になるわけで

すね、補助対象になりませんので、４億円、５

億円というのは自前のお金になるということで

ございますので、その辺なんかは慎重にしてい

かなきゃいけないと。 

 なお、一旦その推進交付金を使って整備をし

た第一校舎、これをまた学校施設として戻すと

いうことは、不可能ではないとは思いますが、

ある程度の期間を推進交付金で整備したわけで

すから、時間的な余裕が必要だろうというふう

に考えております。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 文化財登録になって好

ましい反面、教育施設としての使用が不可能に

なったということで、管理棟をつくるのに４億

円から５億円かかるということになるわけなん

ですけども、総合政策課長の資料の中に、指定

管理者、ランニングコスト、４ページに、いつ

までも行政がランニングコストを支援すること

にならないようなふうに書いてあるわけなんで

すけれども、こんなんなかなか難しいのではな

いかと思うんですけども。大体どの程度これが

要することになるのかなと、まずね。 

 その前にですが、こういうことで事業を推進

していって、教育施設として使いたいというこ

とになれば、補助金を返還するということにな

るのかどうかなんですけども、そうしますと、

もとい、文化財の登録ということなので免震工

事ですよね、教育施設として使うということに

なれば耐震工事でいいわけですよね。その辺ど

うなんですか。 

 私、単純に結論から言いますと、耐震工事を

して、教育施設として使って、補助金はもらわ

ずに管理棟、いわゆる職員室、として使ったほ

うがいいのでほんねがというふうにずっと思っ

ているわけなんですよ。だから、結局、補助金

をもらうということは、それにひもがつくわけ

ですから制約が出るっていうことなんですけど

も、かといって、これは一般の人がどんどんど

んどん来て、ランニングコストを行政が支援し

なくても間に合うような利益が出るなんて、ち

ょっと私は想像できないので、だとすれば、常

時使えるような使い方を。 

 だから、さっき方法と言ったんですが、それ

はそういう意味でね。それはもう一回できない

のかという。またここはずっとそういうのが残

っているんだよね。 

 済みません、最初の議論になってしまうわけ

なんですが、市長。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。確かに学校
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施設、学校として使う場合は、Ｉｓ値っていい

ますか、耐震に対するＩｓ値っていうのが1.1

ぐらい要すると。そうしますと、主に耐震って

筋交いなど、ビル、よくありますよね。あと中

もいろいろ補強しなきゃいけないんですけども、

そういったもので木造校舎はちょっと難しいと。

なおかつ登録有形文化財ですから、外観を変え

てはいけないということでございますので、し

たがって、免震ということと内部での耐震と両

方合わせた工事が必要だということで６億

2,000万円ぐらいだったんですね。それをまず

１割程度しか見込めないので諦めたわけで、今

回は、それを今度、学校施設から外せば、もう

ちょっと耐震度、要らないんじゃないかという

ふうに私も考えて、どうなんだと聞いたところ、

やはり、公共が絡んだ施設というものについて

は同じような考え方でいかざるを得ないという

ことで、したがって、６億2,000万円というの

がどうしてもかかって、そこにプラス、今度は

いろんな人が入るということから、あとは中で

飲食などもしないと利益を上げられませんので、

そうしますと、プラス１億5,000万円ぐらいま

たかかってしまうということでございました。 

 職員室だけ使うということで、子供たちは入

れないということもあるんでしょうけども、残

念ながら、職員室っていうのは学校施設の一部

ですので、やっぱり学校に絡んだものをあそこ

の第一校舎、今回推進交付金で使って整備する

っていうのはだめだという判断でございます。 

 先ほど渡部議員あったことについては、例え

ば、推進交付金を使って、20年ぐらい別な使い

方をしていたと、20年後にそろそろいいかとい

うことで用途変更して、じゃあまた職員室で使

うと、子供たちも入れるようにするということ

は可能なんではないかと。ただし、期間がある

程度要するなというお話をしたところでござい

ます。 

 ちょっと私の答弁が答えになっていたかどう

かですが、そういうふうに考えておりますので、

今回は、あそこは一旦は学校とは全く無縁の施

設ということで、ただし、子供たちがキャリア

教育を学べる場にして、教育施設としては使い

たいと考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 こんなことを聞いても、

竹田課長も答弁に困るんだと思いますけども、

ランニングコストってどのぐらいかかるってい

うふうに試算されているんですか。試算はある

んですか。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。こ

の10月14日に今後の活用についてプロポーザル

を行いまして、三菱総合研究所が今回受託をし

て、市民の方々や、あと参入を希望する業者か

らサウンディング調査ということで、市場から

意見を聞くというような調査をやっていきます

が、例えば通常一般的に、先ほども議員の方か

らありますように、木造校舎を通常維持してい

く分には、やはりある程度のお金は、学校とし

て維持していくにしても、今回目的としてるキ

ャリア教育と学びの施設という取り組みも、当

然ランニングコストはかかってくると思います。 

 あとそのほかに、今までは学校として使って

て、光熱水費とか維持管理費もかかっていたわ

けですけども、今回学びの場にするということ

で想定しているところにつきましては、やはり、

これまで以上に、例えば光熱水費とか、そうし

た経費がかかってくると思いますが、できる限

り、いわゆる稼ぐということが今回の交付金の

趣旨でもございますので、全部のものを賄うの

は無理だと思いますが、やはり公益性の高い部

分、例えばギャラリー等とかそういったところ

については、ある程度、指定管理の中等をちょ

っと想定しながら維持管理をしていき、あとキ

ャリア教育等の部分について、あとブックカフ

ェ等の部分については、行政から支援をするこ
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となく、民間企業でそこは運営していっていた

だきたいというふうに考えております。 

 それで、今のところ試算というか、最初の６

月で申請しました推進交付金のほうで試算した

ところ、その中で、最初の申請につきましては、

いわゆる内装だけの補助をしていきたいという

ことで国のほうに申請したわけですけども、国

のほうの事務担当者のほうから、やはりそれで

は、最初のうちは、ある程度の支援をしていか

なきゃ無理だろうということでちょっとアドバ

イスを受けておりますので、まず、５年間の中

では、指定管理等で国から枠が５年間で私のほ

うで２億円ということで、先日示させていただ

きました資料でもありますが、その範囲内で何

とかやっていって、その後もできる限り市の負

担を少なくするようなことで調査、事業を進め

てまいりたいと思っております。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 ちょっと５年間で２億

円っていうことは、年間4,000万円ぐらいは見

込まなければいけないと、こういうことですか。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えします。先日お

配りしました資料の10ページのところで書いて

ございますが、その２億円、ちょっと今、誤解

を招く発言をして大変申しわけございませんで

した。 

 10ページの下のほうに地方創生推進交付金ソ

フト事業を中心ということで、28年度に1,500

万円の調査事業を行います。あと29年度に

1,000万円ということで、事業主体の形成、市

民との合意形成と、いわゆる深掘りの合意形成

等をいたします。それで、30年度から32年度に

かけまして、一応この申請の段階で１億8,000

万円で事業スペースの整備補助ということで、

国の支援を受けながら補助をしていただくとい

うことで主体に考えておりましたが、この30年

度から32年度につきましては、この範囲内で指

定管理もちょっと考えながらやっていきたいと

思います。 

 それで、２億円のうち市の負担は、国から国

庫補助金と交付税等ございますので、一般財源

ベースでは6,000万円程度というふうになって

おります。 

○渋谷佐輔議長 よろしいですか。 

 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 これは、まだ確たるも

のじゃありませんので、このぐらいでやってい

きたいという構想だと思うんですけども、こう

いうふうな使われ方をしている事例というのは、

ほかにあるんでしょうか。今回、長井市でこう

いうふうにしていきたいということなんですけ

ども、例えば、文化財登録をして、免震工事を

して、全く同じケースなのかどうなのかも含め

てなんですが、そういう事例はあります。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。日

本各地で今、廃校になった校舎がよくございま

すが、長井小学校ほど大きい規模ではないもの

ですから、小さい1,000平米以下の規模ですと、

例えば、カフェをやったりレストランをやった

り、あと一部、ホテルのような、ちょっと宿泊

のようなケースで廃校利用っていうことで収益

を上げて、民間でやっているところは事例とし

てございますが、やはり、免震工事をやってと

いう事例は、ほかの事例もちょっと調査をしな

がら進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 何点かご質問したいとい

うふうに思います。 

 最初に、ことしの６月定例会の最終日で提案

された補正の細部質疑の中で、私、市長にお伺

いしたときの答弁で、私の受け取り方がうまく

ないところがあったのかどうか、その辺ちょっ
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と確認したいというふうに思うんですが。 

 市長の答弁で、今回の利用方法についての調

査費ということで1,500万円計上させてもらっ

たんですが、それまで、まず利用方法を考えな

がら、市民の皆様からもご理解をいただいたら、

あわせて耐震・免震化の大規模改修の工事をし

ようというのが今回の考え方ですというふうに

答弁されているんです。 

 この答弁で、この６月補正の委託料について

は、第一校舎の利用方法と活用方法の調査とと

もに市民アンケート等をとるなどして、耐震・

免震化工事を含めた、第一校舎を残すことにつ

いて、市民の理解を得るための調査を含めた調

査費委託料と私ちょっと理解したんですが、再

度この６月補正とこのたびの補正とのかかわり

について、市長にお伺いしたいというふうに思

います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。６月議会の

ときに、私のほうで誤解を招くような答弁だっ

たということで、ちょっと反省しなければなら

ないんですが、私個人といたしましては、その

ときの発言としてはほぼそのとおりなんですが、

ただ、第一校舎を残すか残さないか、それで市

民の皆様からご判断をいただくというようなこ

との意味合いではなく考えています。 

 私は、教育委員会のほうでけさ資料を出させ

ていただいた内容については、きちっとしたデ

ータは、データといいますか、いついつこうい

うような話があったということではないんです

けども、当時、その昭和60年、六十一、二年の

ころのそういう話っていうのは、議会でも話題

になりましたし、当時の斎藤市長と鈴木泰助教

育長、鈴木松市教育委員長、話っていうのは私

ども職員にも聞こえてまいりましたし、これは

残さなきゃいけないということで判断してずっ

と守ってきた施設なんで、これは何とか残すと

いうのが私の使命だろうというふうに思ってお

りました。 

 学校として使うことは、これは難しいという

ことが、残念ながら補正予算が１割ぐらいしか

つかなかったっていうことでですね、補助金で

すね、諦めたんですが、これを別な用途として

ちゃんと使えるというようなもくろみが立てば、

これは整備の手法がまた出てくるだろうと思っ

ておったんです。 

 それで、そのときはまだ今回のようなハード

の推進交付金って、国のほうで示されていなか

ったんです。ハードはだめだと、あくまでもソ

フト中心だというふうに言われておったので、

この使い道を皆様からご検討いただいて、これ

はすごいなというふうな利用方法が決定すれば、

耐震とか免震のその道を開けるだろうと。その

ときに耐震、免震するかを相談しなきゃいけな

いと、市民に働きかけしてご理解をいただかな

きゃいけないというふうに思っておったんです

が、それがこのたび国のほうから特別枠で900

億円という拠点整備推進交付金ですか、ちょっ

と正式な名称じゃなくて恐縮なんですが、それ

が示されまして、その要綱を見せていただいた

ときに、特記事項などもありました。それは、

私も積極的に内閣府とか、あるいは文部科学省

のほうに働きかけて、実は、長井小学校という

本当に多分、日本の現存する木造校舎では最大

級のもので、なおかつ、古さでは長井小学校よ

り二、三古い小学校も木造の校舎はあるようで

すけども、本当にこれはすごい宝だと、だから

これを何とか保存したい、生かしたいのでとい

うことで、文部科学省の政務官に直接言ったり

担当の局長やら部長やら課長にもお願いしたり

して、ずっと探ってきたと。 

 それが、最終的には内閣府のほうに何回か行

ったときに、実情をお話ししたところ、今回

900億円という特枠で認めていただいて示され

たということから、このチャンスを生かさない

手はないということで、今回、議会から見れば
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唐突かもしれませんけれども、いずれにしろ、

利用するとしたら、利用する段階で免震、耐震

がなっていないと利用できないわけですので、

ここの時期に議会の皆様からご理解をいただい

て、この推進交付金を使って整備をしたいとい

うことでの提案でございます。 

 ちょっと一部、私の不適切な発言があったこ

とはおわびして、ご理解を賜ればというふうに

思います。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 ありがとうございます。 

 そうすると、再度ちょっと確認させていただ

きますが、６月補正の委託料については、利用

方法、活用方法に関するだけの調査委託料だと。

今回の部分は、第一校舎を残すことを前提とし

ての６月の補正だというふうなことで、今回の

補正については、第一校舎を免震・耐震化をし

て残す、そのための設計委託料だというふうに

理解してよろしいでしょうか。再度確認させて

ください。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 平議員がおっしゃるとおりに、

まずは第一校舎を残すか残さないかといったと

きに、残す手法が見つかったわけでございます

んで、それをまず議会の皆様にご理解いただい

て、順番は逆なんだと思うんですね、本当はど

ういうふうに使うか。 

 例えば、ちょっと長くなって恐縮なんですが、

長井に文化財、宝がたくさんあって、例えば菊

地隆知先生の作品なんていっぱいあるんですよ。

これを美術館つくってほしいと、いろいろあり

ます。ただ、今、美術館、使えるかと。ただ、

そういったときに、第一校舎、広い教室がいっ

ぱいありますんで、そういったところに先生の

作品なんかしたら非常にいいだろうなと。そこ

で、もしあれだったら、じっくりお茶を飲みな

がら眺めるとか、本を読むなんてされたら、も

う最高だなという、これは自分の個人的な考え

ですけど、そういったことなども考えて、まず

は、使い方についてはもう少し時間をかけると

しても、整備手法はこれしかないと、これがあ

れば残せるということで今回ご提案申し上げた

ところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 わかりました。 

 次にですが、同じく６月定例会の最終日の渡

部議員の細部審査に対する市長の答弁っていう

ことで、先ほども同じ質問をちょっとされてい

たようなんですが、ちょっと確認させていただ

きたいというふうに思います。 

 職員室、管理棟に関しての答弁で、市長から、

長井小学校として、基本的に職員室、管理棟を

どうするかということであります。中略で、い

ずれ建てなきゃいけない昇降口も含めれば、昇

降口を含めた管理棟を、これは決断として、議

会の皆様のご理解をいただいて、管理棟を新築、

改築することはしなきゃいけない、これは義務

だと思っていますという答弁であります。 

 これまで第一校舎にあった職員室を含めた管

理棟について、昇降口と一体となった管理棟を

整備するというふうなことで、先ほどちょっと

第二校舎、第三校舎のあたりで管理しやすいと

ころというふうな市長の答弁などもあったわけ

ですが、その辺、もう一度市長の管理棟の考え

方についてお聞きをしたいというふうに思いま

す。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。議会の議員

の皆様からいろいろなご意見、ご提言をいただ

いたんですが、やっぱりそれぐらい管理棟でお

金かかるんだったら、第二校舎とか第三校舎の

中で職員室を設けることができるんじゃないか

とか、そういう声などもございまして、確かに

スペースはあるんです。 

 ただ、現場の先生方、校長先生、あるいは平

田教育長も長井小学校の校長先生でいらっしゃ



 

―１９― 

いましたんでいろいろお聞きしますと、物理的

には、第二校舎、第三校舎、につくれば、会議

室も職員室も、２カ所に分かれるかもしれませ

んけども、できるなというふうにも思いました。

ただし、果たしてそれで、第一校舎をキャリア

教育とかいろんな不特定の人がご利用する施設

として使った場合、本当にそれでいいのかとい

った場合には、やはり今の昇降口の位置が一番

いいというふうに、学校側も私も、あるいはい

ろんな方もおっしゃっているように、あそこに

しっかりとした管理棟をつくることによって、

子供たちの登下校やらグラウンドやら、あと第

一校舎のある部分まではもう目視できると、監

視カメラ等々はもちろん設置しますけども、そ

んなことをするのが一番望ましいということだ

と思っています。そういうふうにしなければい

けないと。 

 先ほど渡部議員のご質問の中でお答えしたの

は、その前の皆様のご意見の中にも、やっぱり

職員室として第一校舎をもう一回使うようなこ

ともできないかというようなこともありました

ので、ただ、今回の推進交付金で整備した場合

は、目的外使用って格好になるわけですね、学

校の施設ですから、ですから、それはある程度、

期間を置かないと難しいだろうということ。 

 あとは、一番最初の平成の20年ごろの議論の

中では、第二校舎、第三校舎を最終的には取り

壊して、新しい校舎をつくって、その中に、今

の昇降口のところが職員室、管理棟としては一

番いいと、そういった一体となって体育館と結

べるような、そういったのが長井小学校の理想

型だろうなということでお話ししたところでご

ざいます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 私は、管理棟、職員室に

ついては、やっぱり学校全体を見渡せるという

ふうな部分で言うと、昇降口と一体となったあ

の辺の場所がいいのかなというふうに思ってお

りますし、長井小学校は長井市内の小学校の中

心校でありますし、ほかの学校を引っ張ってい

く学校が長井小学校だというふうに思っており

ますので、ぜひその教育環境を中心にご検討い

ただけたらいいのかなというふうに思っており

ます。 

 それで、管理棟が整備されるまでの間なんで

すが、今現在プレハブを借りて、来年度、平成

30年の３月までというような期間だというふう

に思うんですけども、それ以降の部分になるか

どうかですが、整備されるまでの間、そうした

プレハブのところで、そこを管理棟として使用

してくのかどうか、その辺の流れ等についてお

聞きをしたいというふうに思います。 

 市長、よろしいですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。現在のプレ

ハブの職員室については、リース料が月200万

円ぐらいかかるんですよ。できれば早く管理棟、

昇降口をつくったほうがいいだろうというふう

に思っています。 

 ただ、考え方としては、どうしても財源的に

厳しいんじゃないかと。もう少し我慢しろとい

うことであれば、リースの契約は来年で終わり

ますけれども、今度は別途契約をして、今度は

リース期間の延長ですから、賃料はきっと安く

なると思っていますし、平成30年４月からリー

スいたしますと、今度はぐっと安くなるんです

よね、今まで月200万円だったのが、年間で500

万円ぐらい。ですから、月40万円ぐらいに減る

そうです。ですから、ぐっと、要は償却期間が

減るということで、これも変な話なんですが、

そういったこともありますので、教育委員会と

あと現場の長井小学校の校長先生を初め、先生

方と相談して、これを検討しなきゃいけないと

いうふうには思っているところです。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 次にですが、今回の提案
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の部分、６月と今回で予算の科目が変わったわ

けでありますが、この変わった理由について、

竹田総合政策課長にお聞きをいたします。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。６

月の時点につきましては、学校教育ではない、

財産として調査をするための予算でございまし

たので、総合政策課のほうで所管するものとい

たして予算計上したものでございますが、この

たびにつきましては、文化財として、教育財産、

学校教育ではない教育財産として残すという方

向性がある程度固まってきましたので、社会教

育費のほうでの予算を計上させていただいたも

のでございます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 そうすると、今度の質疑

等については、10款の教育委員会文化生涯学習

課のほうが中心になるというふうなことになり

ますかどうかですが、わかるところでというふ

うなことになるというふうに思いますけれども。 

 あと次に、公共施設整備計画の（案）という

ようなことでお聞きをしていきたいというふう

に思います。 

 ことしの８月の17日に全員協議会で示された

この整備計画（案）でありますけども、長井小

学校の校舎については、平成28年度から32年度

までの前期５カ年の中で整備するというふうに

示されております。具体的に、その第一校舎の

整備費用並びに昇降口を含めた管理棟の整備費

用、この昇降口を含めてのその整備の費用にな

っているかどうか、その辺もちょっと不確かな

ところなんですが、それらについて幾ら計上さ

れているのか、桐生公共施設整備課長にお聞き

をしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 お答えいたします。

公共施設整備計画の中では、長井小学校につき

ましては、第一校舎それから管理棟について、

28年度から32年度までの間に整備するものとし

て計画をしているところでございます。第一校

舎につきましては、今までの出されている資料

から６億2,000万円ということで計上しており

ますし、管理棟につきましては、今までの議会

答弁等を踏まえまして、６億円程度というよう

なことで考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 次ですが、今年度、公立

置賜長井病院、これの耐震診断をしているわけ

でありますけれども、公立置賜長井病院につい

ては、基本的に置賜病院の組合所有というふう

になってはいるわけですが、実質的に長井病院

関係については長井市の負担だということが原

則になっていると思います。 

 それで、今年度耐震診断をしている結果によ

って、来年度以降、一番最優先的に整備を図ら

なければならない物件というか、そういう施設

になる可能性が高いというふうに思うわけです

が、その辺についても公共施設整備計画の中に

取り入れながら進めていくべきだというふうに

思いますけれども、その辺の市の考え方につい

てお聞きをいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ただいまの平議員のご質問にお

答えしたいと思います。公立置賜長井病院につ

いては、議員ご指摘のとおりで、私ども長井市

の負担が主なものだろうと。昨年度から内部で

検討委員会を開催して進めておりますが、今の

段階で、大きく３つほど整備手法はあるという

ふうに考えております。 

 一つは、一番お金かからないやり方として、

例えば、北病棟のほうですね、ちょうど見えま

すけども、そちらについては耐震度的にはかな

り厳しいだろうというふうに見てまして、その

際には、管理棟がございます。管理棟が大分あ

いているスペースがございますので、こちらは

耐震度のほうを十分あるというような結果が出
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ておりますので、こちらを改造して、50床の一

般病棟分は入れることができるんじゃないかと。 

 そうした場合に、今度負担がどうなるかとい

うことなんですが、管理棟については、やはり

置賜広域病院組合の負担の部分が大きく出てく

るのかということで、ただし、改装、改修です

ので何十億っていうことはないと思いますが、

それがまず第１です。 

 あと２つ目といたしましては、私どもがメー

ンとなって負担して、新しく建てると。ただし、

一般病棟の50床の部分でございますので、コン

パクトでいいのではないかと。その際、県のそ

ういった基金から幾ら支援をいただけるのか、

あるいは、後々交付税措置などが期待できる起

債等々でどれぐらいの負担でできるかというこ

とでございます。 

 あと３つ目が、私どもと民間と一緒になって

つくると、この３通りございまして、残念なが

ら、かなり幅がありますので、これらについて

もう少し精査しながら、構想を来年度中あたり

までまとめてから、議会の皆様のご意見などを

賜って整備計画に入れていかなきゃいけないん

じゃないかなと思っておりまして、したがいま

して、現在のところは、少し残念ながら、ご指

摘のとおりでございますが、公共施設整備計画

の中に金額も含めて入れる段階ではないという

ふうに考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 相手がいるっていうか、

置賜広域病院組合とそれから民間ＰＦＩでする

んであれば、そういった方たちもいらっしゃる

わけですから、すぐにというふうなことではな

いかもしれませんが、ただ、今年度耐震診断を

行っているというふうな部分で言えば、早急に

結論を出さなければならないというふうなとこ

ろだというふうに思いますし、公共施設整備計

画の中にも見直しをしながら盛り込んでいただ

きたいというふうに思います。 

 次に、６月補正の委託料の部分ですが、

1,500万円議決したその後の経緯、入札の方法、

決定業者、そして金額、そして今後の状況とい

うかスケジュールというか、いつごろまでにそ

の報告書が出るのかどうか等について、竹田総

合政策課長にお聞きをしたいというふうに思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。こ

のたびの調査事業につきましては、公募型のプ

ロポーザルということで、インターネット、あ

と掲示板に公告して行いました。応募業者は３

業者でございました。いずれも東京に本社を置

く大手のコンサル会社でございました。 

 プロポーザル審査を行った結果、10月14日に

行ったわけでございますが、その結果、三菱総

合研究所のほうで受託業者ということで、今、

契約事務を進めているところでございます。日

程でございますが、３月の24日を工期として、

今、調査事業を行うことで進めております。 

 それで、具体的な中身といたしまして、市民

のニーズ調査、あと市場に実際入ってくれる業

者等のサウンディング調査、あとその前に基礎

的な調査といたしまして、長井市の社会教育施

設、教育施設全般の基礎的な調査等を行いまし

て、活用可能性調査。あと、先ほど話題になっ

ております、当然学校の敷地の中に位置するも

のですから、安全対策等の調査も行いまして、

活用の可能性を探って、３月の期限までに報告

書にまとめて報告が出てくる予定でございます。 

 金額につきましては1,500万円のということ

で明示しておりますので、それの金額で、

1,497万9,600円ということで落札を決定いたし

ました。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 プロポーザルの結果、三

菱総合研究所が落札されたということでありま

すが、実際に研究所さんと話をされて、そのニ
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ーズ調査、市場調査ということで、市内から実

際に入ってくれるような業者の方がいるのか、

それとも県外なのか、市外なのか県外なのか、

そういった部分での最初のお話っていうか、そ

ういうところはされたのかどうか、されたとす

るならば少し脈はあるのか、その辺の打診の結

果についてはいかがなものかお聞きをしたいと

いうように思いますが。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 このたびの提案につきましては、その中で地

元の山形銀行と、あとＮＤソフトウエアと一緒

になって組んでやっていきたいというご提案が

ございました。当然、地元の企業と組んで調査

を行うということは、当然山形銀行の金融機関

とのネットワーク等も生かせるということで考

えております。当然、ただ、参入する業者につ

きましては、市内を中心に探っていくというこ

とでございますが、当然市内でできなければだ

んだん置賜圏内というふうに広げるような考え

でおるようでございますが、調査につきまして

は打ち合わせ等も今後詰めていく所存でござい

ますので、今現在ではこの程度になっておりま

す。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 次にですが、今回、資料

をいただいてるわけですけども、今回、10月の

14日に総務と文教常任委員会連合協議会に示さ

れた資料の中で、11ページでありますが、一番

右に（Ｃ）の28年10月の改修工事平成28から平

成30で、総額７億7,750万円、工事費７億4,300

万円、監理費３億4,500万円で、この財……。 

（「3,450万円」の声あり） 

○５番 平 進介議員 3,450万円、失礼しまし

た。財源内訳が起債償還後ということで、国庫

補助金１億8,300万円、普通交付税１億8,909万

円、寄附金5,000万円、一般財源３億5,541万円

というふうになってます。この一般財源３億

5,541万円という額について、公共施設の整備

計画案の中でいうと、起債額というふうに記載

されているわけですが、この説明の中では一般

財源というふうに記載されているわけです、起

債償還後。その違い、その具体的な説明のとこ

ろ、説明をお願いしたいというふうに……。 

○渋谷佐輔議長 財政課長か。 

○５番 平 進介議員 うん、竹田総合政策課長

に。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 この資料につきましては、今回、最初の年度、

28年度から繰り越しする29年度分につきまして

は、地方創生拠点整備交付金を充てたいという

ふうに考えております、国のほうに要望いたし

まして。その場合、補正予算債が全額使えるも

んですから、当該年度の一般財源はゼロです。 

 あと、その前のページの10ページに書いてあ

る30年度の４億1,150万につきましては、地域

活性化事業債の歴史的建造物云々という起債を

使いますと、90％の起債が使えますので、30年

度に出てくる一般財源は一時的には4,100万円

程度というふうに今のところ想定しております。 

 それで、実はここの段階で、済みません、11

ページの段階で、一時的には4,100万円しか一

般財源がかからないように見えてしまうという

ことで、実の負担額がわからないということか

ら、ここの中で実質的な負担額ということで11

ページのほうで明示させていただいたというこ

とでございます。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 次にですが、今ありまし

たとおり、今回の部分については地方創生拠点

整備交付金を活用するというようなことであり

ます。今の一般財源の３億5,500万円について

は、先駆性のあるもの等も踏まえて長井市のほ

うで国の補助で補助金としていただける分を加

味してこの金額になったというふうに説明あっ
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たわけですが、その辺の国の補助を受ける可能

性等について、市長のほうからお聞かせをいた

だきたいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 国のほうの今回の制度的なものとしては、国

庫補助金１億8,300万円というところまでは見

込めません。ただし、今回の要綱を示された中

で、例えば私ども、この長井小学校の第一校舎

については、推進交付金の１次募集でソフトを

お認めいただいたわけですね。で、２次募集で

今回のこの拠点整備の推進交付金、ハードの部

分、認めていただきますと、これ連動するとそ

の幅が大きくなるということ、なおかつ特に先

駆的な取り組みであった場合は、いろいろ私ど

ものほうからきちんと説明してご理解をいただ

ければ、さらにその最大の上限額まで認めてい

ただく可能性が高いというふうに判断いたしま

して、最大限の補助金としてこのぐらいをぜひ

見込ませていただきたいということで、そのつ

もりで私も認めていただきましたら、何として

も国のほうに繰り返し繰り返しお願いして、こ

の金額をいただけるように頑張る覚悟でござい

ます。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ここで昼食のため暫時休憩しま

す。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時００分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開しま

す。 

 なお、髙石潤一総務課長から早退させてほし

い旨の届け出があり、許可いたしましたので、

ご報告いたします。 

 それでは、日程第３、議案第75号 平成28年

度長井市一般会計補正予算第７号の質疑を続行

いたします。 

 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 それでは、引き続き質疑

をいたします。 

 第一校舎の部分ですが、あそこ、免震耐震化

して、まちなかの交流人口の誘客、学びをテー

マにして多くの皆さんにおいでいただくという

ふうなことであります。そうした場合に、現在

の敷地の部分で具体的に駐車場をどうするのか

というふうなところが課題になってくるかとい

うふうに思うんですが、その辺の考え方につい

て、市長にお聞きをしたいというふうに思いま

す。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 できるだけ敷地内には駐車はしないと。いわ

ゆる長井小学校の敷地内。例えば、向かい側の

今第２庁舎が建っておりますけれども、そこに

ついては非常に危険な庁舎であるということか

ら、できるだけ早く違う場所に移って業務をと

いうふうに考えておりますが、この部分につき

ましては、恐らく今回お認めいただいて、改造、

耐震、免震など工事が終わるまでにはあそこ更

地になっているだろうと。そうしますと、現在

の庁舎の隣の駐車場も含めてまとまったある程

度の面積が確保できますので、そこに駐車場な

りミニポケットパークなりを整備して、そこを

活用いただこうという考え方でおりますので、

やはり学校敷地内には部外者の車はとめないと

いうふうに考えているところです。 

○渋谷佐輔議長 ５番、平 進介議員。 

○５番 平 進介議員 最後の質疑になります。

第一校舎の整備については、物理的にも小学校

の校舎から切り離すという構想でありますが、

学びの場としての活用を考えるというふうなこ

とであれば、現在の２つの渡り廊下、正面玄関

から第二校舎に入っていく部分と西側からの渡
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り廊下と２カ所あるわけですが、それについて

はとりあえず西側を取り壊すかどうかについて

はこれからの話だというふうに思うんですが、

正面から入ったところの渡り廊下を残して、小

学校の例えば児童が、第一校舎の学びの場って

いうかそこに入ってくるときに、履物を履きか

えずにズックのままで来れるような、部分的に

空間があるかもしれませんがそうした形をとっ

たほうが時間的にも児童が使いやすい建物にな

るのかなというふうに思うんですが、その辺の

考えについて、市長はいかがお考えでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 具体的なところはやはり教育委

員会のほうと協議しなければならないと思いま

すが、議員おっしゃるとおりに、主に小学生、

中学生の市内のキャリア教育ということがまず

第一、あとは恐らくかなり評判になって置賜は

もとより山形県内とかぜひ使わせてくれという

ようなことになると、なるような施設を目指さ

なきゃいけないんですけども、そういった場合

とか、あとはそれ以外にも大人も学ぶ場所であ

ったり、あるいは文化的な、あるいは芸術的な

展示とか歴史の資料とか、史料館とかいろんな

機能がございますんで、その渡り廊下から学校

には容易に行けないような対策講ずれば、渡り

廊下を残すっていうことの方法もあるというふ

うに思っております。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 午前中にご質問いただきまし

たことにつきまして、資料が出てまいりました

のでここでご説明をさせていただきたい、お答

えをさせていただきたいというふうに思います。 

 まず、町田議員からご質問ありました補修、

改修等に幾らかかってるんですかというご質問

に対してですが、主に昭和63年から平成元年に

かけての大きな工事について金額をお答え申し

上げたいというふうに思います。 

 まず、昭和63年の工事は、屋根の工事、建具

工事、塗装工事等々でございますが、1,450万

円でございます。工期は昭和63年５月20日から

昭和63年６月30日にかけて実施してございます。 

 それから、同じく昭和63年の８月に工事した

消防防火設備工事がございます。これは屋内消

火栓設備の工事、それから消火ポンプ室の工事、

電灯コンセントの設備工事などでございます。

合わせて880万円でございまして、工期が昭和

63年８月５日から昭和63年９月の15日までとい

うふうになってございます。 

 それから、もう一つ、平成元年に行われまし

た長井小学校第一校舎保存補修工事、これは大

変大きな工事でございましたが、内部、便所、

校長室、応接室の補修を中心に各教室、現在は

教室でないわけですけども、各部屋、職員室等

の床の補修、天井、建具等の補修を行ったとい

うものです。これにつきましては、金額が

2,348万4,000円、工期は平成元年の７月の20日

から９月の30日までというふうになってござい

ます。 

 で、この昭和63年から平成元年にかけて、ト

ータルしますと全部で4,678万4,000円というこ

とになってございます。以上が工事費の件でご

ざいます。 

 もう１点、蒲生議員からご質問いただいた教

育委員会としてどういう第一校舎の取り扱いに

ついて議論があったのかという件についてでご

ざいますが、午前中、ちょっと金子議員の質問

のときに申し上げましたが、実は長井小学校整

備の考え方ということで、平成21年に独自に検

討委員会を設置して検討しました。この検討委

員としては、教育委員長初め教育委員のメンバ

ー、ＰＴＡの代表の方、長井小学校です。それ

から中央地区地区長会長さん、それから歴代の

校長の代表の方などのメンバーでございますが、

長井小学校の将来構想いうこと、それからもう

一つが長井小学校の全体構想として第一校舎、

ここの場面、平成21年の段階では第一校舎は学
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校として使いながら保存していくという方向性

が出されております。 

 で、教育委員会では、その検討結果を踏まえ

まして、平成22年に第一校舎につきましては管

理棟建築までの間、平成33年ごろ、校舎として

使用すると。で、早い段階で耐震補強を施すこ

とというふうな結論を得ているところでござい

ます。ただ、その28年度から第一校舎の耐震改

修工事を行うべく準備を進めていきましたが、

当初見込んでいた6,700万円の補助が見込めな

いということで、手法等を含めた再検討を行い、

なるべく早目に整備を実施したいというふうな

結論に至ったわけでございます。 

 この今回の学校から切り離し、それを文化施

設といいますか、ある意味教育施設ではありま

すが、学校としてではなく、生涯学習にかかわ

る、あるいは文化的な施設として整備するとい

うことに関しましては、３月の定例の教育委員

会で報告事項として事務局のほうから出し、委

員からは了承されたというふうなことでござい

ます。中身で十分協議したということでは残念

ながらありませんでしたが、報告事項として報

告し、それでよかろうということで教育委員会

としては納得したというようなことでございま

す。 

○渋谷佐輔議長 それでは、ご質疑ございません

か。 

 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 市長にお伺いしますが、

改修工事の中で起債償還後の財源内訳の中に寄

附金5,000万円と載っておりますが、これはど

のような形で行うのか、5,000万円という金額

は望めるのでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 寄附金5,000万円というのはかなり大きい数

字だというふうに認識しております。あえて

5,000万円というふうに上げさせていただきま

したのは、平成18年に当時まちづくりファンド

を組もうということで、これは国土交通省の外

郭団体に民間土地開発推進機構って制度がござ

いまして、歴史的な建造物などをできるだけ保

存すると、そのためには基金を造成して、そし

てその基金を使って通常民間の所有のものにつ

いては補助っていうのは出ませんので、それを

その基金を使って支援していこうということか

ら、いろんなタイプがあるんですが、長井市と

しては9,000万円のまちづくりファンドを組も

うということで、これは長井商工会議所さんが

中心となって長井市も同意して組みました。そ

の内訳が、長井市は3,000万円、民間土地開発

推進機構が3,000万円、そして長井商工会議所

が中心となって市民から寄附をいただくと、そ

れが3,000万円ということで、約半年ぐらいか

けられたと思うんですが、済みません、定かじ

ゃなくて恐縮なんですが、で、最終的には民間

の寄附が3,000万円を超えました。ただし、当

時の商工会議所の横澤浩次会頭が大分個人的に

も献金されたということの特別な要素はござい

ますけれども、3,000万円以上の寄附を市民と

いいますか民間の企業、市内の企業、個人から

いただいたということでございますので、長井

小学校の第一校舎というのは、長井の教育のシ

ンボルであるということから、3,000万円ぐら

いの寄附はやっぱり頂戴するように努力しなき

ゃいけないと。 

 加えて、昨今ではふるさと納税のガバメント

クラウドファンディングという制度がございま

すし、今月、ふるさと長井会も立ち上げました。

そんなことから、まず5,000万円の寄附を目標

にしたいと。なお、内部での検討事項として

5,000万円に遠く及ばなかった場合どうしよう

かというようなことがございましたが、これは

まだ十分に議論されておりませんが、以前から

長井市の、特に文化的ないろいろな長井の資産

を守るということから、心のまちづくり基金と
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いうのがございまして、これは9,000万円ほど

寄附をいただいて、これ昭和58年に造成したん

ですが、以降、利率の果実でそれでソフト事業

を中心というふうにしておったんですけども、

残念ながら今利率はほとんどございませんし、

そしてせっかくの浄財がそのまま放置されてい

るような状況ではもったいないと常々思ってお

りまして、心のまちづくり基金の趣旨から言っ

て、やはりなかなか寄附を仰ぐのが大変だとす

れば、そちらから1,000万円とか2,000万円とか

そういったことで取り崩させて使わせていただ

くということもまず検討しなきゃいけないんじ

ゃないかと、これは議会を含め、市民のご意見

をいただきながら、最終的には足りない部分は

そういったものにご協力いただいて5,000万円

を目標にということでこれは十分可能な金額だ

ということで計上させていただいたところでご

ざいます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 これは今後の問題であ

りますので、また新たに検討していく問題だと

思います。 

 話ちょっと戻るような形で恐縮ですが、泡渕

参事にお伺いしたいんですけど、参事は長井市

生まれでもないし、長井小学校に対して、ここ

にいらしたときにどんなイメージを持ってこの

長井小学校を利活用できるのかなと思いまして、

ちょっとお伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 泡渕栄人地方創生参事。 

○泡渕栄人地方創生参事 お答え申し上げます。 

 まずは第一校舎を見たときに、こんな大きい

校舎があるものかと、まずはびっくりしました。

ですので、これはインパクトが非常にあるなと

思っておりました。あとは当市のリーディング

プロジェクトの１番目が教育でしたので、そこ

とあわせて使っていけば非常にインパクトとと

もにランドマークのような形で、中心市街地の

中心部となっていくようなものになるんじゃな

いかなと思っておりました。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ありがとうございます。

私たちもずっとここに生まれているので、そん

なすばらしいというか、すばらしいと思います

が、やっぱり泡渕参事のように感動してるわけ

でもちょっとなかったような、私的には思って

おりました。 

 来年から、４月から観光交流センターがオー

プンするわけで、やはり動線の中に長井小学校

第一校舎は大事なものだと私は思います。今、

まち歩きが３カ月で約40人ぐらいの申し込みが

ありまして、ボランティアガイドさんは忙しそ

うにしてますので、ぜひ小学校を魅力的なもの

にしていかないといけないなと思いますので、

ぜひこれからみんなで考えていきたいと思いま

すが、やはり運営に関してすごく不安なところ

がありまして、そこを市長もう一回聞かせてい

ただいてよろしいですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員がおっしゃるよ

うに、運営でしっかりと市民の皆様に活用いた

だいたり、市内外から多くの皆様に長井小学校

第一校舎をごらんになった中で、さまざまな機

能を設けることによって楽しんでいただきたい

と。それが長井の教育がすばらしいということ

の象徴にもなりますし、あわせて中心市街地に

入っていくための、特に観光交流センターから

の動線としては非常に貴重な存在だなというふ

うに思ってます。 

 そこで、運営でございますけれども、１階の

部分についてはやはり市内のいろんな層の皆様

から、特に文化団体の皆様からもいろいろ活用

すべきだという案が以前からございました。特

に長井の舟運文化を見て感じていただける場所

がなかったりとか、あるいは貴重な文化財をし

っかりと市民を初めいろんな方に見ていただく

美術館的なものもないということで、そういっ
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た活用の方法、それから私も仙台市のキャリア

教育のほうの視察をさせていただきましたけれ

ども、仙台市のほうには宮城県、福島県からも

来てるそうなんですが、ぜひうちでも使わせて

くれという小学校からの中学校からの依頼が殺

到してるんだそうですね。しかし、仙台市以外

は使えないというふうにしてるようでございま

すけれども、そういったことでうまく活用方法

を検討した、そして内容もプログラムもいいも

のをつくれば、きっと多くの利用が見込めると。 

 あと問題は運営の部分でございますが、私ど

も行政で運営するという非常に固定的な考えで

はなくしなきゃいけないということから、特に

２階の部分などについては公募をしまして、う

まく使っていただける事業者の方を選びたいと。

選びたい、じゃあ、本当に応募があるのかとい

うような疑問もあるかもしれませんけども、私

は十分にこれはあり得るというふうに考えてお

りまして、そうしますと肝心のランニングコス

トの部分が市からの持ち出しを極力出さずにい

けると。なおかつそこでいろんな方々にお金を

落としていただくということが地域の長井市の

経済の活性化にもつながりますので、そういっ

た施設として、また新たな可能性が出てきたと

いうことで、全力でこれは我々、議会の皆様か

らもご意見をいただきながら、成功するように

努力しなきゃいけないと思ってるところです。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 11番、小関秀一議員。 

○１１番 小関秀一議員 先ほど、教育長の資料

の前段で、資料の説明の補足などもありました

ので、教育委員会で学校施設として議論したこ

とはなく、ことしの３月、その報告という意味

で教育委員会では了としたというふうな、今し

方あったわけです。私は多くの議員の方の質疑

をお聞きして、なるほどなということがいっぱ

いあって、少し見えてきた部分あるわけですが、

まず基本として、教育委員会も何でもいわゆる

全市民、行政として長井小学校という教育現場

をどういうふうにこれからしていぐのかさっぱ

り見えない中で、長井小学校の第一校舎の保存

とか維持管理のことばかり語らっちぇるなって

いうふうな印象受けたので、そこちょっと確認

したいんです。 

 まず、道の駅の、観光交流センターの賛否の

ときもいろいろ私んだは議論の項目で教育施設

に限りなく近い、そういう多くの方が集まる施

設は適当なのでしょうかというやりとりをした

ことがありました。で、それは、観光交流セン

ターのいわゆる配置なり、例えばめぐみ幼稚園、

長井小学校の方々と話し合いをして、そしてで

きるだけ防犯上も登校や園児の送り迎えなんか

にも支障のないようにということを検討しなが

ら、了解も得てきたんだということが道の駅の

建設の準備段階であったわけです。それはそれ

で当時の議論ですから、だけんども、長井小学

校がさらに現在の敷地内さ、学校施設以外の施

設として利活用して、多くの方に利用していた

だくというふうなことはかなりおっきな課題抱

えていねなんがと。つまり、一番私、心配して

んのは、やっぱり防犯上、あと教育的に子供た

ちの不安や気持ちが安定して、教育受けられる

状況、守ってけられんのかというふうなことで

す、まず一つは。まずはそこを教育長でもいい

んだけども、学校教育課長、今、おいでですの

で、いろいろ今まで子供のいじめとかさまざま

な問題あったけんども、安全な教育環境を整え

てけるというのは行政のまず第一歩だべなとい

うふうに思うとき、こういう進み方で、考え方

でいいのか、また、今、提案されてる施設と学

校現場をどういうふうにこう、さっき平議員は

廊下なんかをむしろつなげる方法ねえのかなん

ていう、逆に新しい提案もあったんだけど、私

はいかに遮断したり安全面を確保される施策を

とられるのかっていうほうが心配なんだけんど

も、課長からそこら辺の検討した経過とか、こ
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れから想定される言葉としてこういう場合はメ

リット、デメリットなんていうことじゃねえん

べげんど、心配事、対策、検討されたのか、お

聞きをしたいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 今、小関議員からご質

問のありました件については、まず第１に児童

生徒の安全というのは教育現場で外せないこと

でございます。教育委員会内事務局でも、十分

そのことについては話し尽くしたとは言えませ

んが、どうやったら子供たちの安全を守れるか

については議題に上げて検討してまいったとこ

ろであります。 

 具体的な方法については、フェンスの問題と

か、どういうふうにいらした方々と学校にいる

子供たちのすみ分けをするかということも大き

な課題ですし、それが物理的なフェンスのよう

なもので安全が確保できるものなのか、それと

か、人的な、人を雇って、ガードマン的な方を

雇って安全を確保できるものなのか。あと一方

では、子供たちは敷地内でトリムコース走とい

う持久走なども行っています。そうなると、場

所だけの問題じゃなくて、時間的な制約、使え

る、使えないということについてもこれは今後、

まだまだ議論していかなくてはならないと考え

ております。現段階では、まだ具体性っていう

ところまでは行きませんけれども、今後話を進

めるに当たって、こういったことは決して外せ

ない内容だと思います。 

 ただ、先ほど来ある質問の中で、話の順番と

かにつきましては私の立場では申し上げるべき

ことではございませんので、ここで申し上げら

れることは何をおいても子供の安全安心を確保

するという点を外してはならないという点と、

あと場合によっては、今こういう時代ですから、

どんな事件が起こるかわかりませんので、いろ

んな場を想定する必要性もあるし、一方、逆の

視点からすれば、せっかく外からおいでの方々

と交流する場にもなり得るのかなと。例えば、

伊佐沢小学校で実践している桜っ子ガイドとい

うのがあります。これ本当に全国からいろんな

方がいらして、場合によっては伊佐沢小は英語

も頑張っていますので、外国の方とお話をした

りということもあります。 

 というように、いろんな可能性も秘めている

のです。ですから、いろんな側面からこの問題

については考えていく必要があるのではないか

と私は考えております。 

○渋谷佐輔議長 11番、小関秀一議員。 

○１１番 小関秀一議員 ぜひ、この第一校舎の

保存のためのということでは決してないと思う

んで、これはしかも長井小学校の問題ばりでは

ないわけで、教育の現場をどういうふうに安全

に確保していんかというのは今後、どの学校に

おいても考えていってもらいたい問題だなとい

うふうに思いますが、教育長からさっき、学校

施設としてでなくて使うことについては報告は

して了解を得たっていうことですが、こういう

課題っていうのは教育委員会のそのときの報告

をして、教育委員会としてじゃあ、報告で了と、

それだけで終わったんか、さまざまな課題を整

理整頓して第一校舎問題さ、当だっていくべと

いうふうになったのか、俺、非常にそこが気に

なんのよ。さっき前段の質問ときもどういうふ

うに教育委員会で話し合われたのですかという

ふうな投げかけはやっぱり、ずっと記録やこれ

からの課題さ大きく残る問題だべなと思うんで、

ぜひそこら辺教育長から再度、報告したと、手

放しで、んじゃいいべってなったのかどうか、

もしわかればお聞かせください。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 今の小関議員のご質問にお答

え申し上げたいというふうに思いますが、確か

に今、記録を昼休み大急ぎで調べまして、どん

な協議がなされたのかということを見たいとい

うふうに思ったわけでございますが、報告事項
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として格別異議なく了承されたという記録しか

ございませんでした。 

 で、先ほどちょっとご説明申し上げました長

井小学校の整備についての全体的な計画という

のはなかったもんですから、平成21年に先ほど

申し上げました検討委員会、教育委員会、ＰＴ

Ａ、地区の方、歴代校長さん方等を委員とする

検討委員会を設置し、その中では十分教育委員

の考えも入れて議論なされたというふうに思い

ます。その中の一つの結論としては、いずれ将

来的には第一校舎は学校から分離して文化財と

して保存、活用するんだっていう方向性がこれ

はきちっと出されているわけです。ですから、

今回、それがちょっと早くなったという捉え方

になったのではないか、これは私の推測です、

というふうに考えてございます。ですから、さ

したる議論なくそうかということで。 

 ただ、そのかわり、じゃあ、管理棟はどうす

るのかということについては、先ほど午前中市

長から答弁ありましたとおり、第二校舎の改修、

改築とあわせてそこ管理棟をやっていくんだ、

それまでの間、第一校舎は管理棟として使って

いくんだということがあったわけです。ただ、

耐震診断をしたら、すぐにこれは退去しなきゃ

いけない状況だっていうことになったもんです

から、今プレハブを建てていただいてそこでや

ってるわけですが、したがいまして、教育委員

会としては方向性はもう明快に決まっていると

いうふうに思います。つまり、管理棟を、午前

中市長からも答弁あったとおり、早急にとは、

長井市のそういう公共施設の整備計画の中に入

ってくると思いますけれども、教育委員会とし

てはできるだけ昇降口の上部に管理機能を持っ

た職員室だけではなくて、やっぱり職員室、校

長室、事務室、それから印刷室等々、要するに

第一校舎にあった機能をまとめた形で設定して

いきたいというふうに思ってございます。 

 なお、これは蛇足でございますが、第一校舎

に管理棟があった時代、歴代の校長先生方が私

も２年間お世話になったんですが、子供たちの

声が全く聞こえないと、子供がグラウンドでど

うやってんのかわからない。生徒指導の担当者

が見に行ったりして定期的に手分けして不審者

がいないかとかやっておりましたけれども、や

っぱりこれは管理上は問題だねという話はずっ

としておりましたので、できれば新たな管理棟

としましてはグラウンドで遊んでる様子が見え

たり、登下校の様子が見えたり、あるいは不審

者が入ってこないかモニターでチェックできた

り、モニターでチェックしておかしいぞといっ

たときにすぐに対応できたり、そういうところ

に管理棟を設置していきたいねというふうな話

はずっと出ていたところでございます。済みま

せん、蛇足まで申し上げました。 

○渋谷佐輔議長 11番、小関秀一議員。 

○１１番 小関秀一議員 かつての検討委員会の

場でも大分議論して、教育施設から離す部分も

検討はして、その当時からしてきた。で、目標

としては平成33年ごろまでいろいろな経過を経

ながら目標達成というか実現に向けてというふ

うな説明、了解しました。 

 そこの、時期的にも限りなく近づいてきたし、

耐震なり管理棟の計画も子供を管理できるよう

な場所や目線がある管理棟をつくりたいという

ことで、あともう１点、子供の安全性等含めて

ですが、先ほど来、市長からも答弁の中でもあ

ったんですが、今回の特別枠、いわゆる地方創

生の推進交付金等特別、約900億円くらい決ま

ったので、それを活用できそうだというふうな

ことでチャンスだというふうな言葉があったわ

けですが、非常に私んだそこ難しい判断です、

これ。なぜならば、管理棟も６億円かかると、

ぐらいってさっき課長からも説明あったんです

が、あわせて今回７億8,000万円ほどの約半分

自主財源だとしたって４億円ぐらいかかるわけ

です。トータル約、これざっくりですが10億円。
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これ順序としてはやっぱり今の管理棟、仮設の

職員室、子供の安全なんかも考えれば、たまた

ま今回こういう交付金が当てはまりそうだって

いうふうなことがあったので、そっち先という

ふうなことなのかもしれませんが、管理棟はじ

ゃあ、いつまでにつくるっていう検討は、やっ

ぱり教育委員会と当局と詰めていかねえと、長

井小学校のＰＴＡの方だとか長井小学校の学校

関係者、これ納得されんなんべかな。これむし

ろおかしいんなんねか。今の長井小学校の教育

現場を将来は、何年後はこうしますっていう安

心感の中で第一校舎をんじゃあ、いろんな方に

使ってもらう、子供の安全云々については十分

考えながらそこのエリアを使っていくというこ

とであれば、俺わかるような気すっけんど、こ

っちが先行して、じゃあ、将来、仮設の職員室

いつするかわかんね。教育長からは目標33年ま

でというふうなこと、説明あったわけだけんど

も、そこんところは市長、なんじょなだす。学

校の整備の計画って、かまんといろんな事業、

編成さあわせてすんのか、先ほど来説明あった

学校施設のはもう自主財源でしんなねあんだっ

ていうことは、腹くくってよ、計画決めるべき

なんでねえかなっていうふうに私は思うんだけ

んども、その辺は市長からお聞きしたい。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 小関秀一議員おっしゃるとおりで、私として

はいち早く管理棟をしたいということは以前か

ら言っております。ただ、問題なのは、全て補

助なしの、市が負担しなきゃいけないと。で、

まずは去年、この３月だったわけですよね。や

ろうと、第一校舎をまだ職員室と使えるんじゃ

ないかということで補正をお願いして、３分の

１の支援をいただきながらやろうとしたんです

が、これはおっしゃるように、ご存じのとおり

１割しかつかないということで、これが第一校

舎を職員室としてまだ学校で使うのは難しいと

いうことで断念したところです。 

 で、今後、やはり問題は何とかほかにいい財

源がないかということがあって、第一校舎も含

めて今後どうするかというところはもう少し議

論して、いろいろ調査をしてということで考え

ておりました。ただ、緊急にこの夏にそういっ

たことが示されたもんですから、もう具体的に

見えたので、なおかつ我々のいろいろな情報の

判断の中からこういったものが900億円みたい

なものが今後継続してあるとは考えられません

ので、今回１回限りだろうというふうに思って

ます。したがって、制度じゃないので、これは

まずできるだけ早く手を挙げなきゃいけないと

いうことから、残念ながら管理棟をいつどのぐ

らいの金額でやるかということを決める前に今

回の上程になったということでございます。 

 したがいまして、私個人といたしましては、

まだ庁内での議論も不十分でございますけれど

も来年度でも議会のお認め頂ければ、管理棟は

もう大至急建てるべきだと、このように思って

ます。ただし、公共施設整備計画全体像をちゃ

んと示した上じゃないとだめだと、こういう議

論に当然なるわけでありますので、そこも一緒

に急いでいるという状況でございますんで、そ

このところは繰り返しになりますけれども庁舎

もどうするか、文化会館もどうするか、病院も

どうするかとか、学校調理場とかいろいろござ

いますので、それらを長井小学校の校舎の部分

だけ、それを度外視してやれというような議会

の皆様のお話でございましたら、私は別にして

やっぱりすべきだと、子供たちの何といっても

教育の場であり、しっかりと守らなきゃいけな

い聖域でありますから、そのように考えており

ます。何とぞ、そういったときには私どもも頑

張って今後の計画もあわせて大至急つめてまい

りますんで、ご理解をいただきたいなというふ

うに思ってるところです。以上です。 

○渋谷佐輔議長 11番、小関秀一議員。 
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○１１番 小関秀一議員 わかりました。ぜひ至

急、やっぱり計画をお願いをして、今、市長か

ら来年度でも早ければ早いほど私も教育現場の

整備というのは必要だべなと。これ同時進行で

しょうねと私は思います。片一方で第三者なり

市民の方が入ってくるエリアがあって、そして

仮設で職員室つくりながらそっちの管理棟、い

つでっかもわかんないというのはおかしな進め

方だなというように思うんで、私は基本的には

順序逆だとは思ってるんだけんども、こういう

さまざまな事情があってのことだとすれば同時

進行だし、やっぱり管理棟の計画は大至急、市

民の方に示していかねえと、第一校舎を守れと

いう以上の緊急性があんなんべなというように

私は思います。 

 あともう一つ、最後ですが、今後、管理棟と

何か社会文化施設、市民が使える施設を分離す

るに、さっき課長からはいろんな手法あると。

例えば、柵とかガードマンとかの安全の対策あ

ると。で、県内、県外、さまざまこういう利活

用の部分っていうのはあって、恐らく研究、視

察、検討してやったんだかもしんねえけども、

例えば、しかも、さっきプラスアルファで来ら

れた方との子供たちとの交流もある程度考えん

なねということであれば、例えば前に紹介あっ

た山形の第一小学校のまなび館とか、そういう

部分については実際に見られて、子供の安全な

対策とか実際にそういうのも、さっき課長から

はけんけんごうごうの議論、そこから始まって

たんだっていう話をお聞きしたわけですが、実

態、そういう研究、研修、視察等し合ってんの

かどうか、その辺、課長、もうちょっと繰り返

しになって悪いけんども。 

○渋谷佐輔議長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 今、ご質問あった件に

つきましては、まだまだ視察の面では足りない

と思っています、正直申し上げて。ただ、どう

いうケースがあるかについてはいろんな情報集

める方法もございますので、それは現場に出か

けて勉強する必要があると思います。 

 あと、宮城の登米市のところに学校施設って

言ったらいいのかわかりませんけれども、古い

そういう木造の建築物を使った、いわゆる観光

のお客さんをお呼びして昔の制服や制帽ですね、

かぶってもらって写真を撮ったり、あと先生役

の方が来て起立、礼をかけて、昔風の授業をし

たりというのも私は見たことがございます。そ

の隣に小学校があるんですけれども、一応、フ

ェンスはございますが、誰かが行き来する気で

あれば行けるという状況で、ガードマンらしき

人はいないという認識が私ございます。 

 というように、いろんな方法、形っていうの

はあるかと思いますので、今、検討はしている

とはいうものの、まだまだ先ほど答弁させてい

ただいたように具体性には若干欠ける部分があ

りますので、今、議員からご指導いただいた視

察をいろんなところへ行ってみるとか、いろん

な情報を集めまして、先ほど来申し上げたいろ

んなケース、どれが一番ベターなのかを考えて、

まだまだ検討はする必要があると考えておりま

す。 

○渋谷佐輔議長 11番、小関秀一議員。 

○１１番 小関秀一議員 私はお金の部分、財政

の部分、あとさまざまな補助を活用しての公共

施設の維持管理等課題、これからも検討しんな

ねげんども、やっぱり一番は子供の安全な学校

管理の部分で十分に納得しながら前さ進まねえ

と、何億円もかけて市民の方、市外の方のにぎ

わいの場つくるのも大事だげんども、事故が起

きてからでは遅いよというふうに私は心配して

るので、ぜひそこは、今回の問題で一緒になっ

てぜひ検討していただければ、してがんなね部

分だなというふうに思いますんで、よろしくお

願い申し上げて質疑を終わります。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 12番、五十嵐智洋議員。 
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○１２番 五十嵐智洋議員 先週の月曜日に総務

委員会でこの議案を審議するために第一校舎を

隅から隅まで見てまいりました。私の母校です

が、卒業式とか入学式では１階のほうにはお邪

魔させていただきましたけども、２階まで見た

のは久しぶりで、さすが私が母校、長井小学校

第一校舎すばらしいなというふうに改めて認識

して、何とかいい方向に行ってほしいなという

ふうに思ってきょう、いろいろこれから論議さ

せていただきたいと思います。 

 まず最初、教育長にお尋ねしますけど、この

たびの議案は、長井小学校第一校舎を学びやの

雰囲気を残しながら、学びをテーマとした集客

施設として横文字、リノベーションし、中心市

街地におけるにぎわいの創出等を図る事業に取

り組む。コンセプトは木造校舎を生かした学び

の場、事業概要は、子供の学び場、大人の学び

場、居心地のよい空間（ブックカフェ等）で、

行政主導ではなく民間事業者による校舎の活用

と総合政策課長は説明しましたね。それで、教

育長も私の質問にそのとおりですと答えました。 

 今回の補正予算は、平成30年までの改修工事

費として一般財源から３億5,000万円余りの事

業費を必要とする高額なものであるのに対して、

概要が漠然とし過ぎていると私は感じます。子

供、大人の学び場とは、民間事業者の校舎活用

とは、もう少し具体的にお示し願いたいと思い

ます。 

 あともう１点、長井小の前校長や教育関係者、

ＰＴＡから第一校舎を保存してほしいと強い要

望があったと説明受けましたが、これも具体的

にお願いいたしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 五十嵐議員のご質問にお答え

申し上げたいというふうに思います。 

 まず、長井小学校の第一校舎の中でどんな活

用をしていくのかということについてでござい

ますが、総合政策課長のほうからご説明申し上

げましたような形は一つ当然考えているわけで

すが、今回の事業の場合は一つはまず第一校舎

を、教育委員会の立場として言えば、保存して

活用していただく、まずこの方向性でぜひお願

いしたいというのが教育委員会の立場でござい

ます。しかも、できればそれをキャリア教育で

あったり、さまざまな教育的な展示物であった

り、あるいはミニ美術館的な要素であったり、

さまざまなことが考えられるわけですが、その

活用の仕方についてはさまざま民間のアイデア

を生かしながら、中には当然訪れた人がゆった

りとくつろげるような場所、それも加えながら、

一緒に魅力的な文化施設といいますか生涯学習

の場としていただければありがたいなというふ

うに考えているところでございます。具体的に

は、プロポーザルのほうでさまざまな活用の仕

方の提案があろうというふうに思いますので、

それを受けながらまた教育委員会としても考え

ていきたいというふうに思います。 

 それから、もう１点、さまざまな場で第一校

舎のことについて議論してきた、そのさまざま

な場とはどういうことかというようなご質問で

ございますけれども、例えば、歴代のＰＴＡの

会長さん方、これも午前中、市長の答弁にござ

いましたけれども、平成28年の３月でございま

すけれども、歴代ＰＴＡ会長、梅津利男さん初

め、ずっと歴代の方お集まりいただきまして、

今後の第一校舎の活用の仕方等につきましてご

意見をいただいたところでございます。その中

では、免震耐震工事、その想定しておったもの

よりも補助が非常に少なかったということで、

今後、そこの第一校舎を校舎として耐震免震し

ていくということではなくて、文化施設として

学校から切り離し、別の補助金を活用して耐震

工事を行っていきたいというふうなことで意見

交換会を実施したところでございます。ここで

は、先ほどから議論になっておりますととおり、

子供たちのやはり管理棟にかかわる部分、子供
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たちの教育ということをやっぱり第一に考えな

がら、新しい管理棟について早急にお願いして

いきたいというようなことが出されたところで

ございます。 

 また、あわせて、歴代の校長からもさまざま

ご意見いただいたわけでございますが、私もも

ちろん参加させていただいたんですが、やっぱ

り今長井小学校で生活している子供たちの教育

環境の充実というのが一番大事だということで、

早急に管理棟については、第一校舎はできない

わけですが、早急に実現をお願いしたいという

ようなことを議論したということでございます。

私もその中に入らせていただいて、まず子供た

ちの教育を最優先に教育環境の充実ということ

を最優先に考えていただきたいというような意

見を述べた覚えがございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 財源の内訳として今、

5,000万円の寄附金を見込んでるわけです。先

ほど市長からも答弁がありましたけども、なか

なかどうして厳しいと思うんですよね。5,000

万円ですか。それで、やはり保存を望まれた、

例えば歴代校長、教育関係者、ＰＴＡ、こうい

った方々から、卒業生も含めて寄附金を募る組

織のようなものを立ち上げるといったようなお

考えは将来的にでも結構ですが、ございますか。

教育長にお尋ねします。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 5,000万円という数字が出て

おりますけれども、寄附をどういうふうに募っ

ていくかということにつきましてはまだ具体的

に教育委員会内部で十分に議論したわけではご

ざいません。ただ、現在、私として考えている

ことをちょっと述べさせていただきたいという

ふうに思いますが、当然、長井小学校の第一校

舎はこれからは長井小学校の卒業生のために残

すのではない。これは長井市民全体の財産とし

て残し、守っていくのだということのまず、ひ

とつ決意っていいますか、そういうのが必要だ

というふうに私としては考えております。 

 その上で、ただ、やはりそこの校舎にお世話

になった卒業生、あるいは職員、もちろん歴代

校長等も含めてですが、そこの方々にはやはり

将来的に残していくんだということで寄附のお

願いは組織をつくってやっていきたいというふ

うに考えております。ただ、5,000万円を集め

るというのはかなり大変だというふうに私も思

いますので、できれば何とか1,000万円ぐらい

は寄附で、ＯＢだけでいえばですけども、それ

以外の部分についてはもちろん長井小学校の卒

業生だけではない、いわゆる市民の方、それか

ら県外の、例えばクラウドファンディング等々

での応援、そういうものを入れながら何とか

5,000万円にしていきたいというふうには考え

ておりますが、卒業生には特にご協力いただき

たいなというふうに思ってるところでございま

す。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 私も卒業生ですが、

政治家ですので寄附できないですね。 

 やはり寄附っていうのは大変だと思いますよ。

ですから、中心的組織がなければこれは非常に

厳しいと思いますので、その辺も検討していた

だきたいと思います。 

 創生会、私ども会派で仙台に視察に参りまし

て、この仙台子ども体験プラザです。先ほど市

長が触れられた体験型ですね。市外、県外から

も使っていただいて、これ有料らしいですから、

それで収益を上げたようなお話、構想ですよね、

あくまでね。で、一般財源と寄附金で４億円以

上の財源が必要として現在、国の補助金と交付

金も曖昧なわけですよね。そこでこの第一校舎

の活用を進めるということで、市長はまず走り

ながら考えるんだというふうにおっしゃって、

まず手を挙げて採択いただかなければ何もなら

ないと。まず、あの第一校舎を何とか、あの立
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派な校舎を保存したいというふうなお考えです

けども、やはり費用対効果がなければその辺も

考えつつ事業を進めていかなくてはならないと

思うんですね。 

 そこで、先ほど子ども体験プラザについてお

話があったんですけども、私が見てきた限り、

小学生に対するスチューデントシティというふ

うなことをやられていて、実際の体験をするわ

けですが、ここに賛同している企業は大企業だ

けでした。まずローソン、七十七銀行、大手宅

配便業者、ＮＴＴ、あと仙台市役所ですか。あ

と「萩の月」で有名な菓匠三全だとか、宮城県、

仙台市の名立たる企業ですよね。で、これ協賛

すればお金がかかるんですね。子供たちに提供

したりすることもありますから、果たして長井

市でそういったことが可能かどうか、非常に疑

問なんですが、その点いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 五十嵐議員おっしゃるように、

仙台市で行われていた協賛企業については大手

の企業さんでした。あとは、私も見たときは当

日は行われてなかったんですが、中学生のほう

のそういう体験する場についてはさらに大手で

した。地元の仙台じゃなくて、全国的な企業で

した。 

 で、私は、この例えば長井小学校の第一校舎

を使ったキャリア教育というのは、私ども長井

市内の小学生はもちろん学校側から協力いただ

いて、キャリア教育として長井独自のものをや

っていこうと。仙台市でされていたのは、ちょ

っと物足りないなと思ったのは、みんなサラリ

ーマンになるということが前提なんですよね。

そうじゃないでしょうというところを私として

は不満に思ったんですが、その場合、仙台市は

小学校だけでもう百何十校あるわけですよ、百

二、三十校。で、私どもは６校しかありません

から、当然、県内の、あるいは周りの県からも

受け入れるということを考えれば、スポンサー

企業を協力いただくことは難しくないというふ

うに思ってます。これ、おまえ、そんなことで

きるんかって言いますけども、できます。これ、

私は自信あります。そのぐらいのつもりでない

と、やっぱりこれだけの計画はきちんとできな

いと思ってます。 

 さらに、今回、三菱総研さんで受けていただ

きましたし、地元山形銀行とＮＤソフトさん、

どちらも一部上場企業なわけですけども、そち

らのほうのご協力を仰いで一緒にやるわけです

から、もうむしろそういうような考え方でいか

ないとだめだろうと。ただ、協賛スポンサーと

は別に経営はできるだけ地元の企業に受けても

らいたいなと。あるいは地元の企業も参画して

新たな企業体みたいなのをつくってやってもら

いたいなというふうに思っておりまして、そう

いった意味では五十嵐議員おっしゃるご心配も

ごもっともですけども、やはりそれぐらい先駆

的な事業だと思います。全国的にも仙台市でさ

れているようなそういうキャリア教育の施設っ

ていうのは、関西のほうに京都とか大阪だった

かな。東京もちょっと違ったものはありますけ

ども、少なくとももう三、四個しかありません

ので、ぜひ私どもとしてはこれちょっと大それ

た言い方かもしれませんけども、全国でもぜひ

長井のキャリア教育で学びたいというようなも

のを皆様からもお知恵をお借りしてつくってい

きたいと、そのように思っております。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 今、企業さんには難

しくないというふうなお話でした。 

 三菱総研というお話も出てきたんですけども、

今後、事業展開をするに当たって、コンサルタ

ント会社とかそういったところですね、県外の、

そういったところにもいろいろお願いするとい

うことでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 県外のコンサル、結局ソフト事
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業で初年度は1,500万円でいろんな調査等構想

を立てるということですが、２年目以降も具体

的なプログラムというのは東京のほうにそうい

うプログラムを開発するような会社がありまし

て、仙台市のあそこのスチューデントシティを

拝見してびっくりしたのは、すごいプログラム

だねと、これは地元では考えられないでしょう

ということで仙台市の教育委員会の方にお聞き

しましたら、やはり全国的にそういう開発して

いるソフト会社があると。これは日本じゃなく

て世界的にいろいろつながってる、日本独自の

ものじゃないように、私、感じたんですが、詳

しいことは聞いてないんですけども、そういっ

たところからももちろんご協力いただいて、や

っていくべきものだというふうに思ってますん

で、そういった実際具体的なプログラムを組む

際には、あるいは全体的な長井小学校第一校舎

っていうと2,500平米もありますので、いろん

な使い方ができますので、それは地元の意向を

踏まえて、よりそれをビジネス展開としてでき

る、あるいは先駆的なキャリア教育の場として

充実させるということで県外からも含めたそう

いった先進的な取り組みのノウハウを持ってる

企業のご協力はいただきたいというふうに思っ

てます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 いろいろプログラム

を開発するソフト会社とかそういったことにた

けている企業も参考にしたいというふうなお答

えでした。 

 10月23日ですからきのうですね。東洋経済新

報社っていうのがあって、これ地方創生につい

ての記事を書いていたんですね。地方創生を批

判的に見ている記事でした。形ばかりの建前計

画が全国で出ていると。そこで、地方創生で発

生するコンサルタントバブルでは、総合戦略制

定や事業計画等にコンサル会社に自治体から怒

濤の外注があり、手が足りなくなっている。手

が足りなければ内容も粗末で、地域将来のコン

サルタント任せにしちゃいけない。他地域のコ

ピーや基本的知識のない場当たり的な計画もあ

るというふうなことですね。ですから、非常に

気をつけなくてはいけないということで、もち

ろんその辺は市長もわかってると思いますので、

そこで、やはりほかに今、市長がおっしゃった

以外にもよい計画があれば、耳を大きくして広

いお気持ちで取り入れるお気持ちはありますか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 五十嵐議員のご質問は、今、私

どもで基本的に考えてるキャリア教育とか、あ

るいは長井の歴史とか文化とかが感じられるよ

うなそういう教育施設以外のことっていうこと

ですか。 

 これについては、ご提案をいただいたときに

検討しなきゃいけないと思いますが、私どもと

しては、長井小学校の第一校舎は長井の教育の

シンボル、ランドマークだということを前提に、

それに沿った考え方をしておりますが、ただ、

いろんなご提案をいただいて、これはなるほど

というものがございましたら、これ当然検討し

なきゃいけないというふうに思います。 

 なお、議員おっしゃったように、コンサルの

会社っていうのは、特に地方創生の総合戦略の

ときはもう相当な自治体がいろいろ依頼あった

と思います。私どもも自分たちだけではできな

いからというようには思っておりましたけれど

も、問題はしっかりとオリジナリティーをどう

つくるかっていうことを考えないで発注します

と、コンサルティングっていうのは私も小さい、

ベンチャーのコンサルで仕事したことあるんで

すけども、必ずノウハウを持ってますし、その

クライアントっていいますかお客様に合わせた

提案をするんですが、その提案が具体的なもの

がなかったら、やはりパターンで当てはめます

んで、そういったコンサルの依頼の仕方は最悪

だというふうに思いますし、なおかつ、例えば
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ＣＣＲＣとか、例えば日本版ＤＭＯとか、こう

いう最先端のやつは行政もノウハウを持ってお

りませんから、当然コンサルにしますけども、

コンサル自体もわかんないんですよね、考え方

いろいろありますし。 

 ですから、やっぱり肝心なのは、地元でどう

いう意識を持ってどういう理念を持って依頼す

るかということだと思いますんで、そういった

ところは重々、議員おっしゃるように気をつけ

なきゃいけないというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 この第一校舎の問題

は、今、公共施設にも絡んでくるということで、

今度市庁舎の問題なんですけども、６月議会で

タウンセンタービルに１階に食品スーパーが入

居することを前提として市役所機能の一部を入

居するための補正予算、可決したわけですけど

も、これ施設建設は後になってタウンセンター

の要は白紙となったわけですよね。そこで、こ

の新市庁舎の規模、予算、どれぐらいに見積も

っているのか副市長にお尋ねしたいと思います。

まあ、大体でいいです。わかる人で、早く早く

答えられる人でいいです。 

○渋谷佐輔議長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 お答え申し上げます。 

 現在のところは6,000平米、そして30億円を

想定しております。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 こういう公共施設の

内部検討のトップが副市長ですからお聞きした

んですね。 

 6,000平米というのはどのように広さをはじ

き出したんでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 この庁舎としての必要な面積

というのは、総務省がある程度の基準を持って

おります。職員数、そして議員数、あるいは必

要な会議室、あるいは書庫等々の平均値でござ

います。これに現在の人数、そして機能を掛け

合わせるとこういった数字になります。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 私もいろいろ研究し

ておりまして、大体職員数が１人に対して25平

米、長井市は250ですから、それで掛けて出て

くるわけですよね。これには駐車場とかそうい

うもの含まれてますか、あと土地代。 

○渋谷佐輔議長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 まず今申し上げたのは建物本

体だけでございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 そうしますと、もし

土地を購入するとか駐車場というともう少しふ

えるってことですよね。 

○渋谷佐輔議長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 市有地を候補地とするんであ

れば、土地代は発生しません。民間地であれば

発生します。ですので、立地する場所でその土

地代の発生が決まってきます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 いただいたこの資料

の１ページ、これ地域の課題というのがありま

して、親子で休日を過ごす場所の少なさ、で、

（１）、その下、長井市内には安心して子供を

遊ばせる憩いの場が少ない。長井市内には親子

で休日を過ごす場所が少ないため、他地域で休

日を過ごしてしまうとなって、２ページ目に行

きまして、長井小学校事業、課題解決のための

事業って、これつながってると思うんですよね。

そうしまして、では、第一校舎はこういったこ

とに遊び場的なことにも使うということでしょ

うか。じゃあ、竹田課長。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 あくまでもこの第一校舎につきましては、今

ある学びやの雰囲気を残しながら学びをテーマ

とした集客施設としてリノベーションしていく
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というものでございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 私、公共施設の関係

で、やはり人口減少対策、若い世代の子育て支

援につきましては、子供たちの遊び、冬でも雨

の降る日も遊べるものが先につくったほうがい

いんじゃないかというように訴えてまいりまし

た。で、タウンセンターも使用してはいかがか

というふうなことも言ってまいりました。 

 きょう、読売新聞に、人口減、自治体動くと

いうふうな記事がありまして、これ天童のげん

キッズ、山形のべにっこひろば、あと東根のタ

ントクルセンターを特集したやつなんですね。

で、げんキッズには休日には150人以上、平日

でも300から400人が利用すると、約６割が市外

からの利用者という。げんキッズの総工費は約

14億円、すばらしいですよね、げんキッズね、

市長も見られたと思うんですね。ですから、14

億円もかけなくても10億円もあれば立派なもの

ができて、子供たちが遊べるということです。

これは、市長は今現在ですと市庁舎を優先して、

子育てを中心とする複合施設はその次になるべ

く早くやりたいとおっしゃってるんですが、な

るべく早くやっていただきたいと思います。そ

うしますと、先ほど来、いろいろ病院の問題、

あと小学校の管理棟の問題もありまして、やは

り財源の問題がありますから、まず市庁舎を建

てるにしてもぐっと本体だけで最低見積もって

も30億円かかる。これをなるべく低くしたりす

る努力をするべきだと思うんですね。6,000平

米のうち議会関係の占める面積というのはどれ

ぐらいですか、わかる方、お答えください。 

○渋谷佐輔議長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 お答えいたします。 

 先ほど副市長が申し上げました総務省の基準

がございまして、それによりますと、議員定数

掛ける35平米だったと思いますが、それで計算

しますと560平米という数字が出てきますので、

面積を想定する場合にはその数字を使ってると

ころでございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 それはこういう議事

堂スペースも含めてということですか。 

○渋谷佐輔議長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 議会関係のスペー

スということでございますので、議場とその他

の会議室とか議員控室等も含めた面積というふ

うになると思います。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 私、この問題が出る

前から、市庁舎はどこにでも議会棟というのが

あって、議事堂があるわけなんですが、一番年

間使用する回数は少ない。もちろん、その議事

堂っていうのは大事な施設ですけども、なるべ

く費用を安く建てるには、この議事堂は外にあ

ってもいいんじゃないかと、私、前から思って

たんですよ。 

 それで、長井小学校の第一校舎、見直したら

広いですよね、職員室の。これ、この議事堂と

して使えないかと、こう思ったんですよ。実は

前、タスとか考えたことあるんですけども、そ

うしますと、教育的施設じゃないじゃないかと

いうふうな話もあるんですが、今、18歳選挙権

になったり、あと子供議会をやりましたよね。

政治というのは、子供たちに対しても非常に大

事な教育の一環であると思うんですが、そして、

例えばそういった使用はできないかと考えたん

ですよ。そうしますと、観光交流センター、来

年４月にできますけども、まちなかのにぎわう

ための施設ですよね。なかなか言うはやすしで

厳しいと思うんですよ。今、本町の商店街、が

らがらになりましたよね。ですから、いろんな

ことを考えて、もう全国にないようなことを考

えないと厳しいかなと思うんですね。とっぴな

発想と言ってしまってだめですというのは簡単

ですけども、こういうことも含めてせっかく第
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一校舎で大きな金をかける審議をしてるわけで

すから、いろんな柔軟な発想があっていいと思

うんですか、市長、いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 五十嵐議員おっしゃることはよ

くわかります。普通に、例えば長井小学校の第

一校舎、キャリア教育、教育施設として整備す

るには、議会棟を入れるっていうとそれはだめ

なんですけども、やっぱりいろんな論法だと思

うんですね。論理立てでございますんで、議員

おっしゃるように政治を学ぶというのは日本の

場合は余り小学生も中学生も積極的に教えてい

ないわけですけども、これは欧米では必ずしも

そうでありませんので、そういう意味から考え

れば、組み立て次第では使える可能性もあるん

じゃないかなと思います。まともにこれ担当課

に言えばだめだというふうに言われるでしょう

けども、論理立てして、そういう政治も学べる

と、しかも親子で学べるというような組み立て

をすることによってできる可能性もあるかと思

いますので、その辺は使い方については今まさ

に検討が始まったばかりですので、これを実際

施設も今回議案をご承認いただければ、２年は

かかるわけですね、耐震、免震、あと大規模改

修。その上に、今度使い道によって内装を変え

ていきますから、実際は３年後ぐらいでござい

ますので、その間にまずいろいろな組み方とい

いますか、その辺なども研究して、ぜひこれは

検討すべきご提言だなというふうに思っており

ます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 今、選挙のたびに投

票率が話題になるんですけども、高齢者が投票

率高くて、20代、30代の投票率がぐっと低いん

ですよね。ですから、声の大きい部分が政策取

り入れなくちゃいけなくて、やはり若者に対す

る政策が非常にもろくて、少子化の原因にもな

ってるわけです。ですから、そういった政治、

それから垣根を取り払って、大変いいと思いま

すよ。 

 泡渕創生参事に伺いますが、今、私この間、

参事にご同行いただいて、宮城県のいろいろな

施設を見させていただきまして、大変勉強にな

りました。やはり、おのおの事情が違うわけで

す、自治体としてはね。仙台と長井では違いま

すから、ですから私が言ったような、市長が答

弁されたことを研究されて、国を動かすような

ご提言をするような研究されてみてはいかがで

すか。 

○渋谷佐輔議長 泡渕栄人地方創生参事。 

○泡渕栄人地方創生参事 お答え申し上げます。 

 いろいろご意見を伺いながら、先ほどの五十

嵐議員のご提案なども非常に参考になると思っ

ておりますので、議員ほか、あとは市民の方々

ですとか、あとはいろいろな方々に意見を聞い

て、今後整理をしていきたいと思っております。

以上です。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 市役所の建設費が安

くなり、全国で初めての学校を使った議会、議

事堂、その話題性とかありますと、費用対効果

もありますよね。ですから、こういう大胆な発

想で取り組んでいただきたいと思います。 

 もう一点ですが、市長も竹田課長も答弁の際

に、内閣府に行ってきたとか、官僚の方と会え

たとか、有利なものを紹介してもらった。地方

創生というのは、やはり情報をあげますよと、

人的支援もしますよと、ですから役所に来なさ

いと、ちょっと地方分権の逆行してる面もある

と思うんですよね。ですから、自主財源もたっ

ぷり出すわけですから、ぜひ何も地方の事情を

よく話して、大胆に取り組まれるように期待し

ますが、もう一度お願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 確かに地方分権とまたちょっと

違う施策なのかもしれませんけれども、現実と
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しては、やはり我々には自主財源というのはこ

れ以上与えられてないわけで、これは法律で変

えてもらわないと、これできないわけですよね。

それには時間もかかりますし、したがって、今

何をするかと考えたときに、自前の財源は限ら

れておりますので、やはり少しでも有利なお金

を財源を求めるということは今後も努力しなき

ゃいけないと思っております。 

 地方創生は、かなり市町村によって温度差あ

ります、一生懸命してるところと余り期待して

ないところと。額も小さいということもあるん

でしょうけども、私としては、長井市の課題解

決のためには既存の補助制度というのは使える

ものが決まってて、なおかつハードについては

長井市が一番必要としている道路であったり河

川であったり、あと、こういう施設の整備とい

うのは残念ながら今どんどんどんどん先細って

おりますんで、したがって、何も好きこのんで

頭を下げて国の職員にしたくはないですよね。

でも、それが市民のために、あるいは長井市の

問題解決のためにということで、ほかの市町村

がしないことをやれば幸いのことにやっぱり国

の職員、官僚の皆さんというのはそれに応えて

くださるんで、そういった人間関係をしっかり

と築くことによって、長井市のためになればと

いうことでこれからも努力したいというふうに

思っております。 

 ぜひ議会の皆様からはいろんな提言をいただ

いて、これをやれとか、こういったことはどう

だということで、我々はそれを受けて内部でど

うすれば実現するかと、それはできませんと言

うのは簡単ですけどもそれでは何も変わりませ

んので、どうすれば実現できるかと、制度がな

かったら制度をつくっていただくように、地元

選出国会議員ももちろんでございますが、国の

ほうにもいろいろ働きかけて努力してまいりた

いと思いますので、よろしくご指導お願いした

いというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 先ほど教育長のほうか

ら答弁いただいた中で、長井小学校の職員室と

いうものは、本来であれば長井小学校の現場を

預かってきた者として何代もの校長さんが言っ

てきたのは、昇降口が最も適当なところであっ

て、やはり子供たちに目の届くところにつくる

べきだったんだという話をされたわけですね、

先ほど。このことについてはこの議案と直接関

係ないんで非常に申しわけないんですけども、

本当に私は正直言って憤りを感じたと。長井小

学校の第一校舎に職員室をつくりたいと言った

のは、これ教育委員会なんですよ。そこだけは

誤解のないようにしてほしいと。それは私たち

がそう認めたんですけども、その前に私が声を

大にして、ちょうど昇降口の改装のときだった

んです、4,000万円をかけて。そんなことする

よりも、職員室と昇降口を改装しなきゃならな

いというときに、そういう金をするよりも昇降

口を一体として職員室にして、管理棟としてさ

れたらいかがですかという提案をしておったん

ですけども、確かに５億円か６億円かかると。

しかしながら、余りにも金額が大き過ぎると、

そういうこともあったんでしょうが、そして結

果的には３つの案があった中で、私が最もして

はいけない第一校舎に職員室を置くというふう

に決定されたのが教育委員会ですよ。私はそこ

のところはしっかりと把握しておっていただき

たいなと、そういうふうに思います。 

 それで、市長にお伺いしたいんですけども、

全員協議会、そして文教総務の合同協議会の中

で２回、このことについては説明をいただきま

した。非常にすばらしい事業だと思いますけれ

ども、物すごく不安も正直あります。やはり保

存と利活用という２つがありまして、保存につ

いては、それは大方の市民の方がご理解を得て

いると思いますけれども、そして要望もしてい
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ると思いますけども、利活用についてはまだま

だ市民サイドの議論はなされていないし、され

てこなかったのじゃないかなと。それは当局の

ほうで一方的に、一方的ということはないんで

すけども、こういう利活用をしていきたいとい

うようなことで今提案されておるわけで、この

ことについては本当に市民にとってベストな選

択なんだろうかなというふうに私は少し疑問を

感じますけども、本当に絶対間違いないあそこ

の利活用なんだという考え方をどのように持っ

ておられるのか、市長にお伺いしたいと思いま

す。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員がおっしゃるように、

市民の皆さんがあそこの第一校舎をどういうふ

うに利活用するかということについては、これ

からの議論であります。本当に市民が望んでい

るのかというのはわかりません。それはまだ問

いかけてないからですよね。 

 なぜじゃあやるんだということなんですが、

まず一つは、今回の議案というのは、大変失礼

な言い方をすると、まず第一校舎を残すか残さ

ないかということの一つ選択があるというふう

に思ってます。第一校舎をいわゆる職員室含め

た学校の施設としてずっと使ってきたわけです

よね。去年の春まで使ってきたわけですけども、

耐震調査したらこれはだめだということで、耐

震を受けて、じゃあそのまま使おうと思ったん

ですね。ただいずれは、あそこは適さないので、

やっぱり町田議員おっしゃるように昇降口のと

ころにつくりたいと私も思ってました。ただし、

単独だと。５年ぐらい前までは第二校舎という

のは、あれたしか平成13年だか14年に耐震と大

規模改修を行ったんですね。そこから20年たっ

たらもう取り壊して新たに建てられるだろうと、

その当時の補助制度ではそれはできたというふ

うに思ってます。ですから、さっき教育長も平

成33年ごろと。それは20年なんですよ。第三校

舎は20年はたちませんけども、10数年たってれ

ば大丈夫だろうということで考えておったんで

すね。ところが、それを新しくするということ

はもうできない状況になったと。なおかつ、子

供が減ってるもんですから、じゃあ職員室もあ

わせて直そうと思ったら、面積的には大きいの

でこれ対象にならないというようなことだった

もんですから、いやこれは困ったなということ

で今いるわけですよね。ただし、これはできる

だけ早くしたいと。公共施設整備の計画全体的

なものをまとめて、順番は庁舎が１番だとか小

学校が１番だとかというのはあんまり思ってな

くて、できるだけできるところから、全部必要

ですからどんどん整備していこうと。なおかつ、

それは補助事業を使えれば一番いいというふう

に考えてますね。 

 今回の議案については、第一校舎を残すとい

うことで将来残すために何か整備手法を考えた

ところ、突然900億円の特別枠が今回出てきた

と。これを使うしか文科省の補助制度ではでき

ないということはわかったわけですから、この

地方創生の推進交付金を使う唯一のチャンスな

のかなと思って上程をさせていただいたという

ことでございますので、したがいまして、校舎

を残すということをまず前提にして、そして使

い方についてはこれからたたき台を出して、そ

して市民の皆様から、あるいはさまざまな団体、

また議会はもちろんですが、議論させていただ

いて最終的に決めていこうと。ですから、今は

何をするって決まったものではないと。 

 ただ、大まかな考え方はありますけれども、

これは市民の皆様の考え方次第ではないかなと

いうふうに思っておりますので、そういった意

味では町田議員がおっしゃるのはごもっともな

んですが、非常に複雑です。長井小学校につい

てはもうここ五、六年ころころ変わってまして、

いや本当に私も大変申しわけないと思ってます

が、しかし、そういうふうな宿題を先輩方は残
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されたわけなんで、でも私どもの今の時期にそ

れを何とかしなきゃいけない、そういう判断を

せざるを得ない時期に来てますので、ぜひその

ところをお酌み取りいただきまして、今後どう

するか、あるいは市民にも問いかけるというこ

とで今回はお認めいただければ大変ありがたい

というふうに思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○渋谷佐輔議長 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 やはり構想であります

ので、こまいところについてはこれからだと言

いながらも、構想について私たちは賛否を問わ

れるわけですね。そういうときに最終的に判断

するのは、やはり市民のためになる事業である

のかと、２万8,000人の全市民の事業になるの

かと。特定の部分の市民のためのものではない

という判断をしていかないとこれはならないわ

けで、私は長井小学校というものについては、

長井小学校の卒業生でないもんですから、また

違った見方というものは今までしてきましたし、

何度も小学校を見る機会もありました。しかし、

私は皆さんほど深い保存というものについては

考えにくいというふうに思ってきましたので、

本当に市民の求めるものとは何であるのかとい

うものを問うていただきたいなと。今まで問わ

なかったと思いますね。漠然と問われれば、そ

れは私だって残したほうがいいでしょうよと、

ぜひ残してくださいよという言葉を吐きますけ

ども、本当に市民の皆さんが今まで長井小学校

についてはどうしたらいいのかという問いとい

うのは全然なかったと私は思いますよ。 

 そういう中で今市長がご提案されている、苦

慮しながら提案されているというのは非常に敬

意を表するわけでありますけれども、やはり学

校エリアの中で今まで学校施設であったものが

今度は教育施設として分けていくんだという言

葉としての考え方は正しいんですけども、じゃ

あ現実としてそれを分けていけるのかというこ

とについては、私は甚だ疑問を感じております。

同じエリアの中で将来、そして安心・安全な学

校教育が果たして担保できるのかということで

ありますので、私はこの事業に対しては、本当

に地方創生の中ですごく有利な補助事業である

ということはわかるんですけども、そんなに急

がなくてもいいのでないかなという考え方も同

時に持たなくてはいけないと、私はそう思って

ますので、この長井小学校に残す、あるいはそ

れを利活用するというものをもっと市民サイド

で醸成をした後にこれに取り組んでいくという

考え方は持てないかということについて、市長

いかがですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員おっしゃることもごも

っともだと思います。本当に長井小学校の第一

校舎というのは、市民の関心はないと思います。

ただ、これはもうもたないんだ、取り壊すんだ

というところで初めて関心が出てくると。議員

おっしゃるように今じゃなくてもいいんじゃな

いかという考え方もあると思いますが、私は素

人なんですけども、まず２年使わないだけでか

なりそじたなというふうに思いました。よく言

われるのは、やっぱりいろいろ聞いてみますと、

使ってるとまた特に木造の建物は違うんだそう

ですけども、そじるんですがそじ方が違うと。

全く使わないということになって人が入らない

と途端に傷むと。ですから、このまま使わない

状況で２年、これが３年、４年、５年となると、

いよいよ相当傷んでくると。そうすると、何ら

かの形でじゃあ使わなくても外観とか手をかけ

なきゃいけなくなるということは見えておりま

すし、冬はここ３年か５年に１遍ぐらいは、大

した金額じゃないですけども、数百万円とかか

けて補修しておったんですけども、これがだん

だん大きくなるだろうと。 

 ですから、やっぱり私としては先送りするの

は、次の人がやったほうがいいというのは一番
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楽かもしれませんけども、ただ一方で、子供た

ちのキャリア教育って私は非常に重要だと思っ

てるんですね。若い人たちがここに定着できな

い、あるいは一旦大学とか短大、専門学校で県

外へ行ってしまったら戻ってこない。その根底

には、特に我々、我々って私はもう年だからで

すけども、ずっとやっぱり勉強して、少しでも

いい学校を出て、いい会社に就職すると、それ

が自分の将来の幸せにつながるというふうなこ

とをずっと思い込まされてきたというか、たた

き込まれてきたような、そういった教育の時代

に育ったと思ってるんですね。しかし、今は違

うと思うんですね。そんなことしたらみんな都

会に行って残んないですよ。そうじゃなくて、

本当に自分の仕事、将来どういう仕事につくべ

きかということを社会全体を知って、その中で

の働くことやら暮らし、生活はどういうもんだ

ということをやっぱしきちんと教えなきゃいけ

ない時代ですけども、ちょっと長くなって恐縮

なんですが、今あるのは特に中学生で長くて３

日、４日ぐらい、ある企業に受け入れていただ

いてちょっと表面だけ学ぶと。なおかつ、会社

側では本当は迷惑なんでしょうけども、やっぱ

り子供のためだなということで教えるんですけ

ども、本当の部分は教えられないわけですよね。

ですから、そういったところを教える施設って

必要だと思ってるんですね。それが私どもの長

井小学校を使って教えられたら最高だと。 

 なおかつ、先ほど言いましたように、仙台市

のあの施設というのは、私行って思ったのは、

もうサラリーマンだけですよ、考えてんのは。

中学生の部分も同じでした。だったら農業とか

商業、商売する人とか会社をやりたいという人

はどうなんだと。そこの部分を教えられるよう

なものをつくっていかないと、本当にこっちに

定着する人間なんていうのは少なくなってしま

うと思いますので、そういったものをつくれれ

ばなと、そして地方創生のこういうチャンスを

生かしてやればいいのかなというふうに庁内で

考えて、手を挙げさせていただいて今回上程し

たということでありますので、町田議員おっし

ゃることはごもっともですが、実際市民が関心

を持つのは、長井小学校はいよいよだめだから

取り壊すと、どうしますかというふうに問いか

けないと、市民の皆さんは関心を持ってもらえ

ないんだというふうに思います。 

 なお、昭和24年だったのかな、第三校舎を大

規模改修をするときに、教室がなくて第一校舎

を一時使ったんですね。数カ月、３カ月ぐらい

だったと思うんですが、そのときの子供たちの

感想というのはいろいろ寄せられてまして、保

護者とかＰＴＡを通じていろいろ聞いてます、

すごくよかったと。長井小学校で木造校舎で短

い時間でも勉強できたというのは、すごく自分

にとって宝だというふうな子供もいらっしゃっ

たそうで、ＰＴＡも保護者もよかったというよ

うな声もありましたので、そんなことも交えな

がら、私個人としては大変だけど残さんなねな

というふうに思っておりますので、ご理解いた

だきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 キャリア教育が主にな

ってあそこを残そうというふうになっているん

だろうと思いますけども、キャリア教育は何も

長井小学校第一校舎を使わなくてもどこでもで

きるというわけですね。それは直結してるんで

すから、そういう理由づけがなければ意味がな

いわけで、それはそれでいいんですけども、私

は第一校舎を整備して長井の経済の活性化、あ

るいは教育環境の増幅というかな、そういうも

のに寄与していくという考え方は非常にすばら

しいと思いますけども、じゃあそれでは、それ

ぐらい投資して将来の方々に負担として残って

しまわないかというふうなところも十分に考え

る必要はあるんだろうと、私はそう思います。 

 本当に長井小学校、100年近いものをこれか
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ら100年残そうという計画ですよね。これは本

当に大きな計画だと思いますけども、それぐら

いの大事なことは少し時間をかけたり慎重さが

あっていいのかなと、そして市民の声も聞いた

ほうがいいのかなというふうな私の考えであり

ます。それは市長は市長の考えで今やらなけれ

ばこれからできないであろうと、それもそのと

おりなのかもしれません。しかしながら、後世

にチャンスを与えるということも一つの方法で

もあろうなと、そのように考えておりますけど

も、その点について市長はいかがですか。後世

の人にもやはり何かやっていただく、今、全部

市長がやってしまったら後世の人のやるところ

がなくなっちゃうんじゃないかなと、そう思う

んですけども、その点についていかがですか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 木造の建築物でも、例えば奈良、

平安の時代の建物、もう700年、800年残ってる

というものもあるわけですよね。それで、やっ

ぱり人がいっぱい集まって何か利用できるとい

う建物の一番肝心な部分は、災害大国日本です

からいつ地震等があるかわからないと。そうい

ったときに対応できる基盤があれば、あとはあ

る程度100年に一遍とか木造の内部の材をかえ

たり強化することによって多分かなりもつんじ

ゃないかなというふうに推測されます。したが

って、今回の工事は中身を変えるというよりも、

まずずっと将来もつような基礎的な部分を工事

するということがメーンになります。したがっ

て、内部の使い方については仮に20年使ってま

た使い方変えてもいいでしょうし、あとはキャ

リア教育とか歴史とか文化とか、そういったこ

とを大切に学ぶ、またそういったものに触れる、

そういう建物として使って、５年とか10年でこ

れはだめだということになれば、そのとき変え

ればいいだろうと。やっぱり今重要なのは、今

のままでいくと３年、５年で壊さなきゃいけな

くなる場面が必ず来ると思います。そのときに、

じゃあ今までできるチャンスがあったんだけど

何でしなかったんだと、当然、私どもの次の世

代という年代じゃないかもしれませんけども、

言われると思います。 

 したがって、３年か５年後に判断を迫られる

というのがわかっているんだったら、やっぱり

今どうするかということを議論しないとだめな

んだと思うんですね。結局今の長井が衰退した

のは、20年、30年前にちゃんと手を打っておか

なかったということも私はあるんだと思います

よ。ただ、これは私ども長井市の先輩方の責任

だけじゃなくて、国も悪いわけですよ。国が悪

いのかもしれないです。こういう国にしてしま

ったから若い人たちが定着しないような国にな

ったわけですね、地方に。議論が違いますが、

申しわけございません。 

 そういった意味で、議員もおっしゃることは

よくわかりますが、確かに次の世代に任せると

いうことも重要だと思いますが、基本的に免震、

耐震の工事、たしか３億5,000万円、一般財源

でありますけど、考えてみると15年で大体返す

んですよ。年間2,300万円ぐらいです、負担は。

15年で３億5,000万円とか6,000万円負担になり

ますけども。ですから、そういうふうに考える

と、今やるのが私は一番ベターなのではないの

かなというふうに考えておりますので、そこの

ところはぜひご理解いただきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 最初に教育長に伺いま

す。長井小学校の第一校舎が貴重な建物だとい

う根拠は持ち合わせておりますか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 今の宇津木議員のご質問にお

答えさせていただきます。 

 貴重な建物であるという根拠といたしまして

は、本日配付させていただきました資料の３で

ございます。資料の３には、神奈川大学建築史
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研究室の西 和夫先生による平成18年の調査結

果が示されてございます。この西先生の資料を

もとに、所見をもとにしながら、歴史的な建造

物ということで文化庁のほうから認定をいただ

いたというふうに考えております。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 これは国の登録文化財

に登録するための資料というふうに私は理解し

ました。国の登録文化財って全国で幾らあるか

ご存じでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 大変恥ずかしいんですが、存

じ上げておりません。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 私も最新の数字は持ち

合わせていませんが、長井市だけでも相当ある

ということで、恐らく全国的には登録文化財と

いうのは相当な数じゃないかというふうに理解

できるのじゃないかと。ちょっと私も勉強不足

で数はわかりませんが、教育長か誰か。川村文

化生涯学習課長からお願いします。 

○渋谷佐輔議長 川村直人文化生涯学習課長。 

○川村直人文化生涯学習課長 私どもの持ってる

資料からしますと、全国で１万件以上の登録に

なってるというふうに理解をしております。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 全国に１万件以上ある

ということで、それが貴重かどうかというのが

見方だと思うんですよね。例えば丸大扇屋の母

屋みたいに県の文化財というような指定があれ

ばこれは非常に貴重な文化財だということが理

解できますが、国の登録文化財が万以上あると

いうことで、果たしてどこまで貴重なのかとい

うのが文章で書くのは簡単だと思うんです。西

先生というのは立派な建築学の大御所だった方

ですから、それは貴重な文化財だということは

書くと思います。貴重ではないですから、貴重

の中でもどんな感じで貴重だかというのが、こ

れでは説得力が弱いのかなと思います。本当に

貴重であれば、まず県の文化財から登録になっ

ていくんですが、そういう準備はしております

か、教育長。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 県の登録文化財ということに

ついての準備はいたしておりません。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 県の登録の準備もまだ

なされてない貴重な文化財であるということで、

わかりました。 

 先ほどの議論の中で教育長にもう少しお聞き

したいんですが、教育委員会では最初は平成21

年に検討委員会をして、まず学校として使うと、

将来文化財として活用するんだという方針を出

したと。ところが、今回は文化財というよりも

集客施設として整備をするのだと。教育長は、

将来文化財と活用というのが早くなったと答弁

してるんですが、集客施設として、教育委員会

が言ってる文化財としての活用よりもむしろ集

客してまちのにぎわいを多くするんだというこ

となんですが、教育委員会では集客施設として

長井小学校を活用するということを教育委員会

の会議の中で承知しておりますか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 具体的にどういうふうに活用

するというところまでは、教育委員会内部では

話まだなってないかと思います。ただ、先ほど

申し上げたような経緯で、国の補助が得られな

いために学校として使うことは断念しますとい

うことについての報告、そして承諾をいただい

たということでございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 外部の方が小学校の敷

地、第一校舎に入って集客施設として活用する

んだということは、まだ教育委員会では議論さ

れてないというふうに理解でよろしいでしょう

か。 
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○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 正式にそのことについて議論

したという記録は見当たらなかったのですが、

９月の教育委員会の定例会のほうで今後どうい

うふうに活用していく可能性があるかというこ

とについて、一部そういう集客施設として例え

ばちょっとコーヒーが飲めるようなコーナーで

あったり、そういうこともできるだろうという

ような話は教育委員会の中ではしてございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 そのとき教育委員の方

の反応というか、それはいいことだとか、私６

月議会で申し上げて、教育長はまだいらっしゃ

らなかったんですが、トリムコースとかあるん

で、子供の安全性をどう担保するか、確保する

かということが課題ではないかということで６

月議会で質問しております。それは教育委員会

でその後にそういう議論をされてきたのかとい

うことを伺いたいんですが、教育長お願いしま

す。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 子供たちの安全等につきまし

ては当然話題にはなってございますが、教育委

員会の定例会の中で確認した事項としましては、

今後学校教育施設からは切り離し、教育文化的

な施設としてまた新たにそれを保存活用してい

くという方向性でございまして、さらにそれに

伴う、先ほど学校教育課長が答弁しましたけれ

ども、子供たちの安全確保についても、これは

しっかりやっていかなきゃいけないということ

は話題になりました。ただ、その具体的な方法

について、動線をどういうふうに子供たちと交

わらないようにしていくのかといったあたりに

ついては、まだまだ今後検討していかなきゃい

けないという話になってございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 それでは、教育委員会

では学校施設から生涯学習施設というふうにな

る予定だということはわかっているんだけども、

安全対策についてはこれから考えていがんなね

なという、そういう段階だというふうに理解し

ましたが、それで教育委員会としてはこれから

対策を一緒に考えていくという、そういう理解

でよろしいのでしょうかね。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただ、委員会の事務局内部で

はそこは大分話をしておりまして、先ほど申し

上げたとおり子供たちの動線、登下校、それか

ら中での活動と、それから県外からのお客さん

も当然いらっしゃるだろうというふうに推測さ

れますので、そことの動線がまず交わらないよ

うにしよう。そして、もう一つは子供たちの教

育活動、例えばトリムマラソンというような話

ありましたけど、ちょうど校舎の周りぐるぐる

と走って子供たちが体力づくりで活用してるん

ですが、その教育活動も制限されないように、

こっちに一方でそういう学校とは違った教育文

化施設ができたんだけども、その前通れないか

ら、じゃあトリムコースもうできなくなっちゃ

うのかなということについては、これは学校の

ほうには教育活動を制限させるようなことはし

たくないんです。その両立をいかに図るかとい

うので、今すごく内部で検討してる段階です。 

 一部のこれまで出たいろんな意見の中の一つ

としては、当然柵を設けて、その柵は教員があ

けられるようにしておく。あけながら、トリム

コースで走るときにはそれを監視といいますか、

途中に立ちながら学年でそういうトリムコース

の活動をしていこうと。それから、もう一方で、

せっかく長井に来てくださった方と、さっき学

校教育課長が申し上げたとおり、何かもっと触

れ合いながら社会性を伸ばす。長井ってどうい

うまちなのと聞かれたときに子供たちがきちん

と答えられる、どういうところが見どころなの

と言われたときに子供たちが答えられる、それ

も教育の一環だねと。ただ、その両立はなかな
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か難しいなということで、そんなことで今議論

をしてる段階で、それを原案として教育委員会

に提示して、教育委員会でこういうのがいいね

というふうにするのはこれからだというふうに

考えてございます。 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩します。再開は、

午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ３時０４分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を続行いた

します。 

 宇津木議員の質問。 

 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 先ほどの教育長の答弁

で、事務方のほうでこれから子供たちの安全性

をどれが一番いいのかどうか検討して、教育委

員のほうに考え方を整理して提案していきたい

というような答弁というふうに理解しました。 

 次にですが、６月議会に渡部議員が長井小学

校の第一校舎の使い方で質問したに対して、内

谷市長がどういう使い方をするかということを

まずみんなで議論して、みんなの意見を踏まえ

た上で使い方を考えてから免震工事ということ

になるんだろうと思ってますと。私の質問に対

しても、どういうふうに子供たちに危険が及ば

ないように、また市民も活用できるようにいろ

いろ検討させていただいて皆様からご意見をい

ただくようにしたいというふうな答弁だったん

ですが、地方創生拠点整備交付金というのが８

月に900億円が出てきて、それで今回がチャン

スだということで市長が今回提案したというこ

とは、そこは理解できます。 

 もう一点、急に老朽化が進んでいるというよ

うなお話をされたわけですが、６月では市長が

どう答弁しているかというと、将来的には危険

になりますから、周りに近づかないようにして、

あのままにして外見だけで見てもらうというよ

うなことになってしまうんだろうと思ってます

ということの答弁だったんですが、今回何か急

に老朽化が進んだように受け取るんですが、何

かその間、６月議会から今回までで何か市長の

見る目が変わったように思うんですが、そこら

はどうしてなのでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 急に変わったんじゃないかとい

うことですが、一つは、将来的にというのは私

も10年ぐらいかなというふうに思っていたんで

すが、改めてこの間しみじみと見てみたら、何

か前と違うなって、これは自分の感覚です。そ

ういう感じがしまして、設計士さんのほうに、

地元の設計士さんに聞いたら、すごく傷んだぞ

と、本当に５年ぐらいでやっぱり相当傷んでし

まうということを聞いたもんですから、ちょっ

とそこでニュアンスが違ったのかと思いますが、

私は素人ですから、先ほど言いましたように。

でも、宇津木議員はそう思わなかったかどうか

ですが、私は傷んだと思いました。随分色あせ

たような感じするんですね。中はよく入って

隅々まで見たわけじゃないので、これはあくま

でも自分の感覚でありますので、具体的には設

計士さんのお話を聞いて、改めてこれのんびり

もしてられないのかなと。 

 例えば今回お認めいただいたとしても、やっ

ぱり実際工事まで終わるまでは一、二年さらに

かかるわけですし、実際使うまでは３年ぐらい

かかりますので、やはりチャンスだなというふ

うに感じて今回ご提案したということでござい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 地元の設計士さんの見

方が急に老朽化が進んでるよというふうなご意

見だったということですが、それは正式な見方
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というふうにして捉えていいのか、それとも単

なる見解。というのは、我々議論していくに、

どのように老朽化進んでるかというところがや

っぱりポイントかなというふうに私は思うんで

すが、このままにしたらどのくらいで壊れてし

まうというふうなことまではまだ踏み込んでな

いのかなと思うんですが、改修始まればそんな

必要なくなるわけですが、もししなかった場合、

どの程度の危険というのが差し迫ってるのかと

いうのが客観的に知りたいなと思ったもんです

から聞いたところですが、先ほどの市長の答弁

以上のものあればですが、その辺もう少し詳し

くお願いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 やっぱり正式に依頼しないとそ

ういう見解というのは出てこないかもしれませ

んが、段階的に考えなきゃいけないと思います。

まずは、今の状況のままでいれるのが何年かと。

あとは、子供たちに何メートル以内に近寄るな、

立入禁止ということで塀とかバリケードつくっ

て近寄るなというふうにするのが何年後なのか。

そして、本当に傷んできて崩れかけるのが何年

後だということで、これはあくまでも推計です

から誤差はもちろんあるんでしょうけども、一

つ言えることは、いろいろ考えれば、瓦なもん

ですから非常に重いですよね。この間の鈴木建

築設計事務所さんがいろいろ設計を耐震の６億

2,000万円の設計されたときも、相当基礎の部

分は腐食してるとか、見えない部分で相当部材

も傷んでるかということが、なおできないとな

ると気になって、非常にそういった意味ではで

きるだけ早くやるんだったら整備したほうがい

いなというふうに思っておりました。 

 したがって、それ以上のものはないんですが、

もし例えば今回少し継続してみるということに

なるんだとすれば、今後どうするかということ

はいずれにしろ方針を出さなきゃいけないとい

うふうに思っております。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 第一校舎は市有物件な

わけで、保険入ってると思うんです。最近、雪

害なんかで、市有物件の保険を利用して修繕し

たという例はあるのでしょうか。教育参事かな。 

○渋谷佐輔議長 横山賢一教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 手元に詳しい資料等はありませんので私の記

憶でありますが、たしか平成25年度とか平成24

年度、大雪だったというような時代もありまし

て、その際、瓦が大分落ちたというようなこと

で、260万円とか数百万円使って補修したとい

うような経過がございます。その際、たしか保

険を適用させていただきながら一部補填したと

いうふうに記憶してございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 瓦は雪が多ければ一緒

に落ちてしまうという例は過去にもあったと思

うんですが、特に老朽化が進んだからというふ

うなことでないのかなというふうに思います。

本当に老朽化が進めば軒がやられて、そこから

どんどん壊れていくということですが、瓦程度

だということはわかりました。 

 次に、10月14日の資料でいただいた中で、11

ページのほうに端的に一般財源が３億5,500万

円だというようなことで記載されてて、補助金

が１億8,000万円と。これが目安の３倍。実は

国の補助金の目安が6,000万円で、その３倍を

見込んでるんだということの説明だったんです

が、あれ以降、動きがあったでしょうか。竹田

課長からお願いします。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 10月14日の日にご説明申し上げましたが、そ

の後、今月末、10月30日に東北ブロックの相談

会がございますので、そのときにまずは相談を

していきたいということがまず第１点目と、あ

と、以前内閣官房、内閣のほうに伺ったときに、
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担当参事官の方とも意見交換しておりますので、

31日に向けまして今資料作成中、もうちょっと

こまい事務的な資料作成中ですので、そちらの

ほうで直接メールでもやりとりするということ

で今進めてるところでございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 もし6,000万円しかも

らえなかった場合、一般財源が１億2,000万円

ふえて４億7,500万円ということもこの14日に

説明受けたんですが、４億7,500万円と、もし

仮にですが、あと先ほど寄附金で5,000万円と

いうことで、市長からはたしか10年前の平成18

年だったかなと思うんですが民間都市開発推進

機構等の3,000万円の補助金をもらうために長

井商工会議所の横澤会頭が相当皆さんに協力を

お願いして、商工会議所の会員が多かったかな

と思うんですが、2,400万円ということで、あ

と会頭が600万円だったかということで、5,000

万円も集まらなければまた一般財源がふえてし

まうのかなという心配があります。 

 地方創生交付金、ソフト事業中心のほうは２

億円のうち一般財源が6,000万円ということで、

大変補助事業としては優良な事業だと思うんで

すが、この6,000万円を足せば４億7,500万円、

仮に寄附金が5,000万円集まったとしても6,000

万円しかもらえなかったら４億7,500万円の一

般財源プラス6,000万円の一般財源ということ

で、長井小学校の第一校舎が走り出すまでに最

低４億1,000万円、下手すると５億3,000万円、

寄附金が集まらないとさらに多くなるというこ

とで、本当に今回、財源的にほかの事業を圧迫

しないかというのがちょっと心配なんですね。 

 ことしの３月の一般財源が５億5,800万円で

負担が多過ぎるというふうな話だったんですが、

それと匹敵するような一般財源の負担になるお

それがあるのじゃないかというふうに心配され

ます。そこらは市長、どういうふうにお考えで

しょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 宇津木議員おっしゃるように、

どうなるかちょっと不安定な材料が多過ぎると

いうご指摘はごもっともでございます。そのう

ち、まずは寄附金につきましては5,000万円は

確保したいと。先ほど言いましたように5,000

万円が集まらないときは、これはぜひ心のまち

づくり基金、現在も8,000万幾らあるわけです

から、そのうちから幾らか充当させていただき

たいと。これは心のまちづくり基金にかなった

使い方だと私自身、庁内でも思っておりますの

で、これで5,000万円は確保できると思ってお

ります。 

 それから、一般財源ということなんですが、

一般財源というと今年度から現金で払わなきゃ

いけないような感じを受けますけども、基本的

には起債でやりますので、これは15年とかにわ

たってそれなりの負担は確かにふえますけれど

も、それでも第一校舎を残すということが重要

だということであれば、以前の文科省の補助金

から比べますと額は明らかに多いわけですから、

これは３月の時点で、来年の３月ですけども、

大体財源的なところも内訳がしっかり出てくる

わけですから、その際にもう一回判断いただく

こともあるのかなと。ただし、その際には、や

っぱりこれは補助金としてやめるということで

すから返還をいたす、返還といいますか、受け

ないことになりますので、したがって、第一校

舎のプロジェクトそのもの自体諦めざるを得な

いだろうなというふうに思っておりますので、

そういった意味では積極的に国のほうに働きか

けて、少しでも多くの支援をいただくように努

力してまいりたいと。あとは、やっぱりどうな

るか、今の時点でもしもこうなったらどうだと

言われても、ちょっとそこのところはやはり明

らかになった時点でもう一度皆様からご意見を

いただいて判断しなきゃいけないというふうに

考えているところです。 
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○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 心配されるのは、公共

事業施設整備計画に悪影響を及ぼすんじゃない

かということが心配されます。14年間で111億

円という額に今回の増してる分ですね、かかり

増ししてる分を含めると113億円になってしま

うんでないかという、全体事業費が113億円ぐ

らいになってしまうんでないかということで、

市民の要望が多い、例えば先ほど市長は長井の

文化団体から長井小学校のギャラリーを充実を

という話もあったんですが、文化団体のほうの

要望で一番今強いのは、市民文化会館を何とか

文化の拠点として整備してほしい、要望として

は改築の要望書が出てるかと思うんですが、教

育委員会に出てるんじゃなくて当局に出てるの

かな。その辺の本当に市民の要望が多いのが、

こちらのほうが要望書として多分出てると思う

んですが、そういう点を市長、どう考えていら

っしゃるでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 宇津木議員おっしゃるとおりで

すけども、27年の３月にいただいた要望書では

新築で、大体50億円ぐらい想定できるんですが、

それをお願いしたいというご要望を要望書とし

て正式にいただきました。その際には、付記と

してこれは新築とか改築のするということに限

ったことでないと、財源的なところから耐震化、

あるいは大規模改修でもやむなしというような

ことを付記でも、あと口頭でもいただきました。 

 確かにいろんな文化団体から、例えば公共施

設整備のためのパブリックコメントなどにも例

えば複合施設、今度計画してるわけですけども、

この中に展示会、展示館、展示施設ですね、そ

れから美術館的なものということもございまし

た。あと一方で、文教の杜のほうにも同じよう

な要望いただいてるんですね。これもしっかり

とした要望書ということで、提言ですよね。実

は文化会館と公共複合施設と、それから文教の

杜の整備、みんなダブってまして、今度文化会

館については来年、耐震の調査とあわせて実施

設計を組むと。もう私どもの中では新築、改築

はできないので、50億円ではとてもとても終わ

らないと思います。南陽市の話も大変恐縮でご

ざいますが、最初50億円が、45億円ぐらいでし

たか最初、70億円になってるわけですから、で

すからそういった意味でいえばやっぱり大規模

改修。ただ、その際に文化会館にどういう機能

を持たせるかと。やはり今までどおりいろんな

会合、会議したり、あるいは芸術祭を含めてあ

そこの中で展示会もするんだということで今ま

でどおりのやり方でいくのか、あとは例えば文

教の杜なんかも、特に今回、長井文化回廊とい

うことで宮・小桜街区の方、あそこを中心とし

て、今度エリアをもっとあら町まで広げてまち

なか歩きとか、あるいは芸術文化のいろんな催

し物やってるということから、その辺の考え方

を教育委員会のほうにはぜひそういった団体の

皆様に何度かお集まりいただいて意見を集約し

てくださいと、皆さんそれぞれ考え方が違うの

でこれは大変だということをお話ししてますの

で、その辺なども踏まえて整備をしていかなき

ゃいけないと考えてるところです。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 文化会館だけでなくて、

文化団体からは小桜館とかそういうところの整

備で市民の文化活動の拠点にしてほしいという

話が来てると。長井小学校は、市長ちらっとさ

っきお話ししたんですが、文化施設としての要

望というのは書面で出てるものあるんでしょう

か。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 現在のところ、長井小学校の第

一校舎を使っていろんな市民の憩いの場にとい

うことの構想は今策定中なもんですから、オー

プンにしてないということから口頭でのこうい

ったことどうだという提言、アイデアはいただ
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いてますが、文面等による要望はいただいてご

ざいません。その中に私が先ほど申し上げまし

たような展示施設とかミニ美術館的なものとか、

あとは特にかわまちづくり推進協議会のほうか

らあります舟運文化をきちっと、何でしょうか、

伝えるような展示施設がないということが、そ

ういったことの要望はございましたので、それ

を長井小学校の第一校舎でというような考え方

もあるのかなということで申し上げたところで

ございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 いただいた資料の10ペ

ージに、対話型市場調査をこれからするんだと

いうことで三菱総研がプロポーザルで合格した

ということで、これはあと29年度に市民との合

意形成がやるんだということで説明をいただい

たわけですが、先ほどの話で、まず第一校舎の

工事を29年度、28年度から繰り越しということ

は28年で補正をかけて、それで29年度にするん

だということでありますが、28年度の市場調査、

ワークショップで三菱総研がまとめて報告いた

だく期限っていつになってるでしょうか。竹田

課長でしょうか、お願いします。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 可能性調査の委託期間が平成29年の３月24日

までになっておりますので、それまでには報告

書をいただくことになっております。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 それを見ながら、例え

ば28年度の補正３億6,000万円、議会にその結

果示される前に補正案って出てくるというふう

に理解してしまうんですが、市場調査の結果と

いうのが、やはり本当にこれから進める上で、

可能性とかどういうふうな事業するかというと

ころの部分で後になってしまうというふうなこ

とかなというふうなことで、それもどうなんだ

ろうかというふうなちょっと疑念があります。

その辺、竹田課長はどのようにお考えでしょう

か。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 今回の地方創生拠点整備交付金で、３月に28

年度として予算化をして29年度に繰り越しする、

お示ししてます３億6,600万円と30年度予定し

てる４億1,000万円程度につきましては、さき

にも説明させていただきましたが、１階部分に

ついては原状復旧をしていきたいと、新しくす

るというよりも原状復旧と。２階の教室部分に

つきましては、いわゆる内装工事をせずに、そ

ういった可能性、調査を受けて業者がこういっ

たものに使いたいというものの内装工事は30年

度以降に、30年度というか、30年度も含めまし

てやっていくということで計画をしております。 

 それで、基本的には登録有形文化財でもござ

いますし、今の木造の学びやの雰囲気をとにか

く残していきたいというものが第一のコンセプ

トでございますので、三菱総研に委託しました

調査によって例えば木造校舎やめてしまって鉄

筋コンクリートじゃないとできないよという調

査結果にはならないというふうにそこは考えて

おりますので、特に今回の調査と後ほどの建設

工事がいわゆるそごが出てくるということは想

定はしておりません。以上でございます。 

（「外観のことを言ってますので、使い方がそ

こである程度でるんじゃないか、市民の意見が。

そうすると、その部分にもう補正の予算上げら

れっから判断しにくいということをおっしゃっ

てるんで」の声あり） 

○渋谷佐輔議長 答弁できますか。 

 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 ちょっと済みません、

私のほうで不適切な発言がありましたので、訂

正します。 

 三菱総研に調査事業を発注しておりますが、

そこで市民の皆様方等からこういったものでと
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いうことを受けまして、その結果は当然……。 

（「それは29年度」の声あり） 

○竹田利弘総合政策課長 29年度。ですので、そ

れ以降に例えば内装工事等で対応できるという

ふうに想定しておりますので、特に調査と実際

の工事についてはそごが生じないと想定してお

ります。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 そういうことですか。 

 最後になりますが、管理棟を含めると、管理

棟の部分、一般財源、起債になると思うんです

が、管理棟６億円。最初管理棟の話も、きょう

の最初の話では４億円から５億円と。６月には

５億円か６億円というふうな数字出てました。

あと、きょう公共施設整備計画では６億円見込

んでんだということで、６億円が計画の中では

あるということで、６億円と見ると、これほぼ

起債するとしても一般財源ほとんどであろうと

すれば、最低10億円、一般財源の持ち出しが10

億円、下手すると11億3,000万円。そうですね、

11億3,000万円。こんなにハードにかけて、本

当に大事な子供たちが必要とするソフト事業が

できなくなってしまうんでないかというふうな

ことも心配されます。教育のシンボルであるか

ら金をかけようという考えもあるかと思うんで

すが、やはり子供たちにとって何が一番必要な

のかと。子供たちに第一校舎と管理棟を残して

11億円、下手すると10億円から11億円かけて、

それが子供たちのためになるんだろうかという

ふうな、どうも納得いかないところがあります。 

 一番お金としてかからないのは、やっぱり最

初に教育委員会で示した第一校舎に職員室と校

長室と事務室を置いて、そして職員会議は体育

館の会議室でしてるそうですから、職員室のス

ペースは要らないのかと。第一校舎を登録有形

文化財から外して、思い切って使うところだけ

耐震化するという方法が一番金がかからないの

でないかと思います。第二校舎から第一校舎渡

って玄関スペースと、あと校長室、事務室、職

員室だけを守るというような工事が一番お金が

かからないし、最初に教育委員会が求めた姿、

第一校舎に入るんだという姿でできるのかなと

思うんですが、それだったら一番お金がかから

ないで形としては残せるのではないかというふ

うに思うんですが、市長の考え方を伺います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 確かにお金をかけないでやると

いうのは大切だと思いますが、それは市役所に

お金をかけないほうがいいと思います。私は、

それでしたら市役所の庁舎をもっと違う形にす

る、もう仮設でもいいと。ただ、７カ所に分散

してますから１カ所にまとめる、あるいは先ほ

ど五十嵐議員からもありましたように議会棟の

部分はどこかで使うとかそういうふうにして、

やっぱり長井小学校の管理棟はぜひこれしたい

です。 

 あと、第一校舎については、ここの中の議論

でやってますんで余り聞こえないんですけども、

本当に取り壊していいのかと、相当後で何であ

のとき取り壊したんだと。今、全国で古い建物

がどんどんなくなってて、それに対する反省と

いいますか、批判がすごく大きいと。確かにい

ろいろな建築の設計士の方だけじゃなくて大工

様から聞くと、あそこの施設は特に技術的にす

ごい最新のものだとか、すごいというものでは

ないらしいです。ただし、あのぐらいの建物は

ないんですよね、どこ探しても。私の知る範囲

ですけども。ですから、そういった意味でいえ

ば、あそこはあそこで残したいと。ただ、その

ときに将来公共施設整備でこんなところにお金

をかけられないからというのでは、やっぱりそ

れは違うんだろうと。それでしたら、市役所は

市民の皆さんがご不便を感じないように、そし

て職員もある程度は労働条件いいところで働け

るということで、そこで例えば30億円、40億円

見てたはずですから、そこんところを10億円削
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減すればいいだけのことで、そういうふうに私

はすべきだと思います。 

 宇津木議員おっしゃることもわかりますが、

あとは整備手法、ここについては整備手法は補

助しかないと思ってますから、学校の敷地内な

ので民間のいろんな投資を仰ぐなんていうこと

はすべきじゃないというふうに思ってますので、

したがいまして、ほかの部分で、文化会館もあ

の建物を生かす場合は現状を生かしてと。ただ、

唯一と言っていいほどできるのは役所と、あと

複合施設も民間でやっていただくところは民間

でやっていただくような手法を現にいろんなと

ころでやってるわけですよね、市町村も。この

近くですと、オガールプロジェクトに象徴され

るようにうまくやってるところもあるわけです

から、そういったことでそちらの学校施設、教

育施設以外の部分で節約してやったほうがいい

のかなと。 

 ただし、第一校舎については確かにお金がか

かりますんで、これはやめるという判断もある

かもしれません。ただし、私はやっぱりこれは

残すということでずっときた建物を私が最初か

らやめると、取り壊すと、やがて解体するとい

うような判断は今の時点でちょっとできなかっ

たもんですから、まずはこういう交付金を使っ

て整備する。 

 問題は、いわゆる集客の施設という考え方は

してないんですね。一つは子供たちの教育でち

ょっと今の施設では足りない部分をあの第一校

舎を使って基本的にやるということで考えてま

すんで、宇津木議員おっしゃるとおりなんです

けども、ここのところはほかの公共施設整備の

部分で10億円だったら10億円を何とか節約する

ように、後に整備するやつが一番どんどんしわ

寄せ来るわけですけども、そうしていかざるを

得ないのかなと考えているところです。 

○渋谷佐輔議長 １番、宇津木正紀議員。 

○１番 宇津木正紀議員 子供たちのキャリア教

育ということで、市内の小・中学生はそんなに

いないわけですので、恐らく市外とか県外とか、

そういう子供たちの利用割合が相当多いのかな

というふうに思います。 

 仙台のキャリア教育するところの維持費が賃

貸で4,000万円でランニングコストが4,000万円

ということで、規模が違うから一緒にできない

んですが、それぐらいの半分ぐらいとしても

2,000万円ぐらいとしても、本当に事業者がそ

の辺もうけられて、市の持ち出しがないという

形にできるかどうかというのは、それもちょっ

と不安だなというふうに思います。その辺は市

長はさっき自信を持って大丈夫だというような

ことを言ってましたんで同じことを聞きません

が、仙台の場合はそういうようなことだったと

いうことで質問を終わります。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 私は、先人が残した公共

的建造物はやはり後世に残すべきだと、それが

我々の使命だと思います。そういった立場で二、

三ご質問申し上げたいと思います。 

 先ほどほかの団体から残していただきたいと

の要望がなかったというような答弁ありました

が、今年度の文化財保護協会の総会に川村課長

も出席したと思いますが、その場の総会の決議

でも第一校舎を残すべきだというような総会の

結論が出たと思いますが、なお川村課長から、

その辺の中身についてご質問します。 

○渋谷佐輔議長 川村直人文化生涯学習課長。 

○川村直人文化生涯学習課長 今、浅野議員から

ございましたように、文化財保護協会の総会、

小桜館で行われた際に、個人の方なのでお名前

は特定いたしませんが、長井小学校第一校舎に

ついては保存の方向で取り扱ってほしいという

ようなご要望がございました。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 それから、国庫補助金１
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億8,300万円を見込まれておりますが、先ほど

来なかなか不確定な額だというふうな議論でご

ざいますが、私はこの補助金申請の前に担当官

といろいろ詰めた結果、１億8,300万円を示さ

れたもんだと思ってます。はっきり認められた

ということはなかなか言いづらいと思いますが、

補助金申請をする段階で額を示されるというの

は、非常にこれは自信のある額でないかと思っ

てますが、市長もトップセールスで確保するこ

とを目指していきたいというふうに言ってます

が、その辺の見込みについて、なお市長からご

答弁をお願いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 確かに数字としてあらわした以

上はやっぱり責任を持たなきゃいけないという

ことで、今の段階で担当官のほうから具体的な

数字が示されているわけではないということで

はございますが、これに合うように、同じよう

な額を確保できるように努力してまいりたいと。

努力が足りなかったときはまたおわびをしなが

ら、再度今後も財源的なところは議会のほうに

お示ししながら、そこでまたご判断を仰ぐとい

うことになるかと思いますので、私も今後とも

担当と一緒になって頑張りたいというふうに思

いますので、よろしくご理解賜りたいと思いま

す。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 最後にですが、第一校舎

の使い道で、来年の４月に発足します観光交流

センター川のみなと長井、舟運文化の歴史コー

ナー、文化コーナーを設けていきたいというよ

うなお話あったんですが、スペース的にはそん

なに充実したものはできないんじゃないかと思

ってます。その補完施設として第一校舎を活用

すべきだというふうに私は思っていますが、そ

の辺の考え方、市長お伺いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 観光交流センターにつきまして

は、国土交通省の補助事業で私ども行政が事業

主体になっておりますから、収益を、利益を上

げることを前提にこの施設はつくれなかったと。

したがいまして、いろんな機能がございますが、

やはりある程度市民の皆様の大変ご期待がある

し、まずは指定管理料も頂戴してますが、これ

はいずれ指定管理料は限りなくゼロにしなきゃ

いけないと。そんなことから、あそこのスペー

スも常時展示施設として置くのではなく、催事

等で長井を理解いただくようなスペース、通常

は併用という形で例えば無料休憩コーナーと観

光案内と、同時にそこで飲食などもできる、そ

ういったスペースになるのかなというふうに考

えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ほかに質疑はございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結いたします。 

 それでは、討論を行います。 

 ご意見ございませんか。 

 ８番、今泉春江議員。登壇してください。 

  （８番今泉春江議員登壇） 

○８番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江で

ございます。賛成のご意見を申し上げたいと思

います。 

 多くのご意見が出まして、貴重なご意見とし

てお聞きいたしました。そのご意見も踏まえて、

賛成のご意見を申し上げたいと思います。 

 本日配付されました要望書にあるように、今

までも保存に向けて歴代の校長やＰＴＡからの

要望がずっとあり、保存されてまいりました。

西 和夫さんの所見にもあるように、現存する

木造校舎は全国的に見ても非常に少ないと、貴

重な存在であると述べております。 

 長井小学校は、歴史的にも文化的にも貴重な

建物でございます。長井小が今まで長い間、多

くの方に大切に守られ保存されてきました。引

き続き保存するのが私たちの役目ではないかと



 

―５４― 

強く感じております。 

 過日、21日の日に、長井市文化財保護協会で

約30人の方々が長井小を見学いたしました。皆

様、時間をたっぷりとりまして、その後、皆様

から、改めて長井小学校の価値を再認識し、保

存すべきだと、また保存に向けての要望書も出

したいとの話がありました。 

 また、観光交流センターも来年の４月に開業

となり、長井小は観光としても重要な価値があ

るものと思っております。 

 長井小は市民の宝、長井市の宝であり、未来

の子供たちにもこの宝を残すこと、重要と思い

ます。保存だけではなく、市民の文化施設とし

て利活用していただきたいと考えております。 

 ６月議会に、学校施設ではなく教育文化施設

としていくという方向性を示されております。

そのためにも、今回の予算は必要と考えます。 

 しかし、管理棟の問題や生徒の安全など、問

題もあります。そのことも早く方向性を示しつ

つ進めていくべきだと思います。 

 以上、賛成の意見といたします。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ほかにご意見もないので、討論

を終結し、採決いたします。 

 議案第75号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○渋谷佐輔議長 起立多数であります。 

 よって、議案第75号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 最後に、お諮りいたします。 

 本臨時会において議決されました議案の中で、

条項、字句、数字、その他整理を要するものに

ついては、会議規則第43条の規定により、その

整理を議長に一任願いたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、整理を要するものについては、その

整理を議長に一任することに決定いたしました。 

 

 

   閉     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 これをもって平成28年第４回長

井市議会臨時会を閉会いたします。ご協力まこ

とにありがとうございました。 

 

    午後 ４時０８分 閉会 
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